
【巻頭】第五次総合計画を策定しました
○ゆるしません、滞納！　5月は町税などの “収納強化月間”です（P4）
○節電にチャレンジしてみよう（P6）
○平成 28年度の自治会長さんです（P10）
○保健センターだより（P21） 　○町長月記（P33） 

◆◇ 今月号の主な内容 ◇◆ 
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平成 28年

写
真
：
し
き
み
の
枝
で
　
無
病
息
災
　

県
指
定 

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
　
御
嵩
薬
師
祭
礼



参加のまちづくりから
協働のまちづくりへ

　

御
嵩
町
第
四
次
総
合
計
画
が
平
成
27
年
度

を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
御

嵩
町
第
五
次
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
ち
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
町
民
や
有

識
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
御
嵩
町
総
合
計
画

審
議
会
」
を
設
置
し
、
平
成
28
年
度
を
初
年

度
と
す
る
御
嵩
町
第
五
次
総
合
計
画
の
策
定

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
、

町
民
と
職
員
が
協
働
し
た
「
ま
ち
の
た
ね
見

つ
け
隊
」
な
ど
、
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
や
提
案
を
参
考
に
審
議
を
重
ね
、
平

成
28
年
３
月
に
総
合
計
画
審
議
会
か
ら
答
申

を
受
け
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
住
民

の
み
な
さ
ん
と
協
働
し
て
、
各
種
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆ 

総
合
計
画
と
は
？

　

総
合
計
画
は
、
こ
れ
か
ら
の
御
嵩
町
を
ど

の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
方
向

性
を
描
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
も

の
で
す
。

　

総
合
計
画
は
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
を
目
指

す
の
か
を
表
し
た
基
本
構
想
（
ま
ち
の
将
来

イ
メ
ー
ジ
）
と
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
実
現
す

る
た
め
に
何
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
を
表

し
た
基
本
計
画
（
具
体
的
な
計
画
）
で
組
み

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
の
計
画

に
示
し
た
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
の
実
現
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◆ 

平
成
28
年
度
か
ら

　
　
　

  

10
年
間
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト

　

御
嵩
町
第
五
次
総
合
計
画
は
、
平
成
37
年

度
を
目
途
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の「
基
本
構
想
」、「
基

本
計
画
」
及
び
「
実
施
計
画
」
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

〜
つ
な
が
る
・
あ
ふ
れ
る
・
輝
く
ま
ち
〜

 

第
五
次
総
合
計
画

 　
　

を
策
定
し
ま
し
た

【基本構想】
町の将来像やまちづくり
の基本的考えかた

【基本計画】
基本構想の実現を図るた
めの基本的施策

【実施計画】
基本計画に示された施策
の具体的な取り組み

平成 28～ 37年度
　　　　　（10年間）

平成28～ 32年度
　　　　（前期：5年間）

平成 33～ 37年度
　　　　（後期：5年間）

3か年ごと

3か年ごと
3か年ごと

「
基
本
構
想
」
期
間
：
平
成
28
〜
37
年
度

　

長
期
的
な
町
政
運
営
の
根
幹
と
な
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
的
考
え
方
を
示
し
ま
す
。

「
基
本
計
画
」
前
期
・
後
期
各
5
年

　

基
本
構
想
を
う
け
て
、
そ
の
実
現
を
図
る

た
め
の
基
本
的
施
策
の
体
系
を
示
し
ま
す
。

前
期
基
本
計
画
は
平
成
28
〜
32
年
度
、
後
期

基
本
計
画
は
平
成
33
〜
37
年
度
で
す
。

「
実
施
計
画
」
3
か
年
実
施
計
画

　

基
本
計
画
上
の
施
策
の
具
体
的
な
取
り
組

み
を
示
し
ま
す
。
社
会
経
済
の
変
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
、3
か
年
を
計
画
期
間
と
し
て
、

毎
年
見
直
し
を
お
こ
な
い
な
が
ら
策
定
し
ま

す
。

～第五次総合計画のキャッチフレーズは
　　　　　　　　　　　　　　　　「つながる・あふれる・輝くまち」に～
　御嵩町総合計画審議会（横

よこやま

山幸
こう じ

司会長・滋賀大学社会連携研究センタ
ー教授）は、3 月 14 日（月）、御嵩町第五次総合計画（計画期間：平成
28 ～ 37 年度）について、「参加のまちづくり」から「協働のまちづくり」
に向けて町民、行政、各種団体、事業者などと積極的に協働を進めるこ
となどの意見を付して、渡

わたなべ

邊町長に答申しました。
　同審議会は、平成 26年 12 月に町長から諮

しも ん

問を受け、以降 6回にわ
たり会議を開催してきました。
　会議の中で、まちのめざす将来像を「つながる・あふれる・輝くまち」
とし、５つの基本目標を定めるなど、これまでの審議の結果を答申にと
りまとめました。
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企画課企画調整係（内線 2226)

■ 問い合わせ：企画課企画調整係　担当：日
ひ び の

比野（内線 2226）

第五次総合計画
つながる・あふれる・輝くまちの実現のために

御嵩町がめざすまちの姿

　1  良好な環境を誇りとするまち

　2 笑顔で育ちあうまち
　● 生涯にわたって学びの機会があり、学び合うことができるまち
　● さまざまな人が社会に参画し、まちづくりを担う人材が育つまち
　　　　　①未来を担う人材を育てる
　　　　　②学び合いの中から人材を育む
方向性

　3 みんなが支えあうまち
　● 人と人、地域と地域のつながりを大切にするまち
　● ふれあい、支えあいにより安全・安心に暮らせるまち
　　　　　①住民自治活動を活発化する　　　　　　③暮らしの安全を確保する
　　　　　②誰もが安心して暮らせるまちにする　　④町民の健康づくりを支援する
方向性

　4 多くの人が行き交うまち
　● 多くのみたけファンが訪れて、交流し、にぎわいが生まれるまち
　● 人と地域との交流から新しい活力が生まれるまち
　　　　　① 地域資源を生かし、交流の機会を増やす
　　　　　②地域の魅力を効果的に発信する
　　　　　③魅力的な産業創造に挑戦する　
方向性

　5 暮らしてみたくなるまち
　●      みたけらしさの魅力度を高め、個性的で豊かな暮らしができるまち
　● 安全性、利便性、快適性などの暮らしの基本要素が保障されるまち
　　　　　①暮らしの安全・安心を支える
　　　　　②まちの個性と地域文化の創造
　　　　　③ まちの特性にあわせた都市基盤を整備する
方向性

◆第五次総合計画スタートアップフォーラムが開催されました
　中公民館にて「つながる・あふれる・輝くまちづくり」をテーマとした第五
次総合計画スタートアップフォーラムが 3月 21日に開催されました。このフ
ォーラムは総合計画が始まるにあたり、まちづくりの参画の機運を高めるため
に開催されたものです。当日、会場には約 130人が来場しました。
　「みんなでつくるみたけカルタ」の展示や、みたけのええもんをいただきな
がらのフォーラムで、いつもと違った雰囲気となりました。
　ディスカッションでは、横

よこやま

山幸
こう じ

司教授（滋賀大学社会連携研究センター、町
総合計画審議会会長）がコーディネーターを務め、パネリストには安

あんどう

藤摩
ま り

里さ
ん（一般社団法人 少子化対策ネットワーク代表）、堀

ほっ た

田照
てる こ

子さん（みたけ華ずしの会代表）、山
やま だ

田崇
たかし

さん（塩尻
市 /nanoda 代表）、渡

わたなべ

邊町長が登場。みなさんの意見交換に多くの人が耳を傾けました。

　● 良好な環境を次の世代にしっかりと引き継ぐまち
　● 環境未来都市選定を視野にいれ、率先して環境行動に取り組むまち
　　　　　①みどりや水を守り育てる
　　　　　②環境にやさしいまちを実現する
方向性

3 ほっと みたけ　2016.5



税務課収納係（内線 2156）

▲  差し押さえの例：タイヤロックされた自動車

　納期限が過ぎて未納になっている町税などがありま
したら、お近くの金融機関や役場で早めに納めてくだ
さい。また、納付忘れを防ぐために、口座振替を利用
しましょう！

 

◆
町
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
町
税

　

町
税
は
、所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
公
平
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税
は
、
町
の
重
要

な
自
主
財
源
と
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

福
祉
や
教
育
な
ど
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
・

事
業
の
推
進
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
町
税
が
十
分
に
確
保
さ
れ
な
い
場

合
、
町
の
財
政
経
営
に
影
響
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
実
施
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
に
行
き
届
い
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
お
こ
な
う
た
め
に
、
町
税

は
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

 

◆
町
税
の
収
納
状
況

　

平
成
26
年
度
課
税
分
の
町
税
全
体
の
収
納

率
は
、
99
・
0
％
で
す
。
前
年
度
対
比
で
0.1

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

大
多
数
の
人
は
、
納
期
内
に
き
ち
ん
と
納

税
し
て
い
ま
す
。

◆
町
税
は
自
主
納
付
が
原
則

　

町
税
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
に
納
期
限

ま
で
に
自
主
的
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
こ
れ
を
「
自
主
納
税
制
度
」
と
い
い
、

納
税
の
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ゆるしません、滞納！！
５月は、町税などの“収納強化月間”です

町
税
は

必
ず
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
！

 

◆
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
…

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
と
滞
納
と
な

り
ま
す
。

◎
督と

く
そ
く促
手
数
料
が
加
算
さ
れ
ま
す

　

納
期
限
ま
で
に
町
税
を
完
納
し
な
か
っ
た

人
に
は
、
納
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を

発
送
し
ま
す
。
そ
の
際
、
督
促
手
数
料
と
し

て
１
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◎
延え

ん
た
い滞

金き
ん

が
加
算
さ
れ
ま
す

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
た
人
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
に
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
め

る
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
金
（
遅

れ
た
た
め
の
利
息
）
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
発
生
し
、
結

果
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
金
額
が
増
え
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
早

め
の
納
税
が
納
税
者
ご
自
身
の
負
担
を
軽
く

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 【
延
滞
金
の
算
定
】

　

納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
か
月
を
経
過
す
る

日
ま
で
を
年
2.8
％
、
前
記
の
翌
日
か
ら
納
付

の
日
ま
で
を
年
9.1
％
で
計
算
し
た
合
計
額
に

な
り
ま
す
（
平
成
28
年
中
の
場
合
）。

 

◆
滞
納
を
放
置
す
る
と
…

　

町
で
は
、町
税
を
滞
納
し
た
人
に
対
し
て
、

催さ
い
こ
く
し
ょ

告
書
の
送
付
な
ど
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
説
明
し

て
い
ま
す
。

◎ 

再さ
い
さ
ん三
の
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
め
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
に
は
…

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
人
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
ま
た
、
貴
重
な
町

税
を
確
保
す
る
た
め
に
や
む
を
得
ず
財
産
調

査
を
し
て
、
預
貯
金
、
給
与
、
生
命
保
険
な

ど
の
差
し
押
さ
え
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は

捜そ
う
さ
く索
と
い
っ
た
滞
納
処
分
を
お
こ
な
い
ま

す
。

※ 

現
在
、
町
県
民
税
に
お
い
て
は
岐
阜
県
と

協
力
す
る
な
ど
し
て
、
積
極
的
な
滞
納
処

分
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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税務課収納係（内線 2156）/ 企画課秘書広報係（内線 2200）

 

◆ 

「
口
座
振
替
」「
コ
ン
ビ
ニ
納
付
」
は

と
て
も
便
利
！

　

町
税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
確
実
に
納
付

す
る
た
め
に
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付

の
手
間
も
省は

ぶ

け
る
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

◎
口
座
振
替
の
手
続
き
は
…

　

役
場
ま
た
は
町
の
公
金
を
取
扱
う
金
融
機

関
な
ど
に
置
い
て
あ
る「
口
座
振
替
依
頼
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
役
場
ま
た
は

金
融
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

町
県
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
納
税
通
知
書
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
添そ

え
て
あ
る
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
振
替
を
希
望
す
る
場

合
は
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
の
窓
口
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
役
場
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）。

◎
口
座
振
替
依
頼
後
は
…

　

納
期
限
の
日
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
ま

す
。
前
日
ま
で
に
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
で
き
ま
す

　

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
町
営
住
宅
家
賃
、
上
下

水
道
料
金
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

※ 

有
効
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

金
融
機
関
ま
た
は
役
場
で
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

◆
早
め
の
納
税
相
談
を
！

　

災
害
、
病
気
、
失
業
や
事
業
の
経
営
不
振

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
町

税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、
納
税
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

 

◆
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
が
始
ま
り
ま
し
た

　
◎ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

に
つ
い
て
は
、各
税
目
の
納
期
限
内
に
限
り
、

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
が
で
き
ま
す
。

※
当
初
発
行
の
納
税
通
知
書
に
限
り
ま
す
。

　

 （
窓
口
で
再
発
行
し
た
納
付
書
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
）

※ 

納
付
金
額
に
応
じ
て
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。

町県民税 ※ 固定資産税 軽自動車税

1期分 平成 28年  6 月 30 日 平成 28年   5 月  2 日 平成 28年 5月 31日

2期分 平成 28年  8 月 31 日 平成 28年   8 月  1 日

3期分 平成 28年 10月 31日 平成 28年 12月 26日

4期分 平成 29年   1 月 31 日 平成 29年   2 月 28 日

口
座
振
替
・
コ
ン
ビ
ニ
納
付
は

と
て
も
便
利
で
す
よ
！

【平成 28年度 町税などの納期限】

※町県民税は普通徴収分の納期限

■ 

問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
収
納
係　

　

担
当
：
林は

や
し（
内
線 

２
１
５
６
）

『ＦＭらら』周波数 76.8
御嵩ミーモスタジオから、御嵩の情報をお伝えしています！

　地域の放送局・ＦＭららの「御嵩ミーモスタジオ」は、御嶽宿の「なかや」
さんの中にあります。
　毎週火曜日 朝 8:20 ～ 8:40「よってりゃあ みたけ情報局」では、役場の職
員や地元ゲストが生出演！ 
　5月は「いきいき健康まつり」や「ささゆりまつり」などについてお伝えします。
ぜひ、お聴きください♪

ＦＭらら
76.8ＭＨｚ

♪メッセージ・リクエストは…
メール　rara@fm768.jp
FAX　0574-50-2882
郵便　〒509-0294　FMらら
※郵便番号だけで届きます

FMらら専用
ＱＲコード

※ スマートフォンでＦＭ
ららを聴こう！　　↓

■  問い合わせ：企画課秘書広報係
担当：山

やまだ

田（内線 2200）
　FMらら　☎ 50-2080

5 ほっと みたけ　2016.5



都市の取り組み ㉕ 環境モデル都市推進室（内線 2232・2233）

節電にチャレンジ
　　　してみよう！

　夏季の節電にチャレンジしませんか？前年と比べて 7月～ 9月分の電気使用量を減少することをめ
ざすチャレンジです。環境モデル都市に選定されたまちとして、家庭の取り組みを着実に実施していく
ことが、温室効果ガスの削減につながっていきます。ぜひ、ご参加ください。
　ご近所やご友人、節電に関心のあるグループでのご参加をお待ちしております。

●募集対象： 町内に在住の個人又はグループ。2～ 3世帯でのグループ参加については
　　　　　　連帯感をもって節電に取り組んでいただけると思います。
　　　　　　※町内の世帯であれば、隣接世帯でなくてもかまいません。
●募 集 数： 先着順で 150世帯
●実践内容：「みたけ節電宣言」に示す 7つの節電を中心に、無理なく家庭でできる節電活動 
●実践報告： 中部電力が発行する「電気ご使用量のお知らせ」などに表示されている 7月～ 9月分の「前

年同月使用量」 と「当月使用量」について世帯の使用量の増減や取り組み内容などを報告
していただきます。

●達成条件： 3 か月間の電力使用量の合計が、前年より減少していれば達成したものとします。
●達成褒賞：町の発行する「達成証」および記念品（QUOカード 500円）
　　　　　　グループで達成されましたら、グループ達成賞を贈呈します。
　　　　　　※未達成者へは「わいわい館の呈茶券」を贈呈します。
●申込方法： 町ホームページ専用フォームまたは役場、4地区公民館にある「節電
　　　　　　チャレンジ登録申込書」に記入（2～ 3世帯の場合は代表者の人が）の
　　　　　　うえ、環境モデル都市推進室へ申し込みください。
●申込期限：6 月 30日（木）

▼例： 中部電力が発行する「電気ご使用量のお知らせ」 「みたけ“節電宣言”！」とは…

 　町では、身近に実践することが
できる節電に関する 7つの取り組
みを「みたけ“節電宣言”！」と
して宣言していただいています。
どれでもできる取り組みがあれ
ば、宣言に参加することができま
す。
【例】①こまめにスイッチオフ！
②待機電力を削減！③エアコンで
節電！④生活スタイルを見直して
節電！　など
※ 詳しくはほっとみたけ 6月号でお
知らせします。

■ 申込先／問い合わせ：環境モデル都市推進室　担当：早
はやかわ

川・橋
はしぐち

口（内線 2232・2233）
　E メールアドレス：eco@town.mitake.lg.jp

家計にやさしく、無理なく、楽しく
～節電を達成した人には、QUOカードをプレゼント！～

『節電チャレンジ　2016』の
　　　　参加者を大募集！

夏季
7 月～ 9 月の
電気使用量

 

楽
し
み
な
が
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
！

　 町ホームページ
専用フォームからラク
ラク申込みできるよ♪

今年度
実績
※比較箇所

前年度
実績
※比較箇所
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環境モデル都市推進室（内線 2232） シリーズ　環境モデル

　

　町内の企業・事業所が実施するCO ₂削減に向けた先進技術や活動事例を順次紹介しています。

　あらゆる看板の製作・設置・販売をおこなっている会社です。
　昭和36年4月に錦巧社（旧社名）として創業を開始し、昭和50年8月に株式会社錦幸社として法人化しました。
　御嵩町とは平成 16年 10月に「環境の保全と創造に関する協定」を締結しており、できる範囲での活動をお
こなっています。

■省エネルギー・節電の取り組み
　① 事業所内のすべての電気スイッチに節電を促

うなが

すステッカーを貼り、休憩時間
や人のいない部屋の消灯を徹底しています。

　②適正な冷暖房温度を遵
じゅんしゅ

守しています。
　③ 生産過程で大量に出る出力シートの裏紙や資材梱包用のダンボールなどを、
リサイクル業者に回収してもらい、ごみの減量化を図っています。

　④ 現場発生端材やゴミ類も徹底して持ち帰り、撤去した品とともに、工場内で
解体分別して回収施設へ搬入しています。

　⑤ 事業所内外にプランターを設置して、四季折々の花や
樹木を植え、緑化と美化に努めています。

　　　　株式会社　錦幸社
　町内事業所の環境活動を紹介します

■ 申込先・問い合わせ：環境モデル都市推進室
　担当：早

はやかわ

川・山
やまぐち

口（内線 2232）
　E メールアドレス：eco@town.mitake.lg.jp

環境フェアへの出展協力者　大募集！
　来年 2月に控えている環境フェアで出店や出展、ステージイベントへの出演
ボランティア活動などを通じて、協力していただけるみなさんを募集します！

　御嵩町では毎年２月に「環境フェア」を開催し、工作体験や展示、物産展など、
少しでも来場者のみなさんにエコ活動を身近に感じていただけるような催しを展開
しています。
　個人でも団体でもOKです。ご自身の活動のなかで、ごみの削減やリサイクル、
自然保護、地産地消など、環境に配慮した内容にチャレンジしてみてください。「環
境」の切り口から日頃の活動を PRしてくださるみなさんを応援します。出展内容
のご相談や申し込みなど、まずは下記までご連絡ください！

▲ 環境フェア 2016 のようす

個人でも、団体
でもＯＫ！
ぼくと環境フェアを
   盛り上げよう！

7 ほっと みたけ　2016.5



企画課企画調整係（内線 2226)

　町では、『第六次御嵩町行政改革大綱』を策定しました。
　改革の 2つの目標および基本方針、実施項目の概要についてお知らせします。『第六次行政改革大綱』
の詳細については、町ホームぺージでご覧になれます。

【経 緯】
　 　本町では、昭和 60年に第一次行政改革大綱を策定し、以後改定を重ねて行政改革をおこなってきました。
　第五次行政改革大綱は、第四次総合計画後期基本計画に示すまちづくりの方向・施策を踏まえて策定し、大
綱と総合計画の連動を目指してきました。実施項目として実施計画及び第四次総合計画後期基本計画の推進に
より、事務事業の見直しや組織・機構の改編、財政構造の改善をはじめ行政サービスの向上、さらに協働によ
るまちづくりなどに成果を上げてきました。

　　第六次行政改革大綱についても、社会を取り巻く背景の変化や新たな動きを踏まえて、まちづくりの指針で
　ある第五次総合計画（計画期間：平成 28年度～平成 37年度）策定作業と連携して策定しました。

◇◆◇ 改革の基本方針 ◇◆◇

第六次御嵩町行政改革大綱を
策定しました

　　1 町民ニーズに対応した柔軟な行政運営の推進

行革

　　今まで以上に、

町民とともに行政改革を進める

町民との共創・協働
の推進
【大綱の計画期間】
平成 28年度～平成 32年度までの 5年間

行政

   住民（自治会な
ど地域の団体、ボラン
ティアなどの活動団体   
        など）

    民間団体（商
 工会など業界団体、地
 元事業者、立地事業者
         など）

協働

（1）行政の説明責任と透明性向上
実施項目 実施概要

1-1 個人情報保護の徹底 社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴う個
人情報保護について徹底します。

1-2 政策決定過程への住民参加の充実 各種の審議会・委員会の開催や計画づくりの過程において住
民参加の拡大、公募による参加の促進を充実します。

（2）町民との情報共有の推進
実施項目 実施概要

1-3 行政情報のわかりやすい情報発
信の充実

広報紙や町ホームページ、民間の情報媒体等を活用します。
また、財政状況等を分かりやすく公表します。

1-4 地域住民や地域の催し・活動情
報の集約と発信

地域住民活動や地域の催し情報などを町民とともに集め、情
報発信することができるようなコーナー等を設けます。

共創の
まちづくり
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企画課企画調整係（内線 2226)

（3）職員の意識改革と人材育成の推進
実施項目 実施概要

1-5 職員定員適正化計画の見直しと
適正な人事管理

職員定員適正化計画の推進とその見直しをおこない、計画的
な職員採用と多様な方法の職員の確保を図ります。

1-6 人材育成基本方針に基づいた職
員の育成

職員の適材適所の職場配置を進め、人材の育成を図ります。
また、人材育成基本方針を見直します。

1-7 コンプライアンス（法令遵守） 事務処理誤り等の未然防止を図り、コンプライアンスの徹底
や危機管理体制の強化、危機管理意識の向上に取り組みます。

　　2 自立をめざす財政運営の推進

【第六次御嵩町行政改革大綱の答申がおこなわれました】
　御嵩町行政改革推進委員会は、3月 28 日（月）、第六次御嵩町行政
改革大綱について、町民とともに進める行政改革を進めることを基本
に、公正と透明性の確保、積極的な情報共有、職員人材の育成、民間
活用などの意見を付して、渡

わたなべ

邊町長に答申しました。
　同委員会は、委員 11名で構成。第五次行政改革大綱が平成 27年度
で終了するため、平成 26年 12月に町長から委嘱を受け、以降５回に
わたり議論を重ねてきました。
　この日は鍵

かぎ や

谷幸
ゆき お

男会長と三
みさ わ

澤照
てるかず

一副会長が役場を訪れ、鍵谷会長は
「町民の意識が多様化、複雑化している。行政運営はますます大変な時
代になってくるが、しっかりとやっていただきたい」と述べられ、渡
邊町長は「答申をきっちりと守り、情報共有と説明責任をきちんと果
たしていきたいと思います」と話しました。

▲  行政改革推進委員会 鍵
かぎ や

谷幸
ゆき お

男会長
（中央）から答申を受ける渡

わたなべ

邊町長

（1）財政基盤の強化
実施項目 実施概要

2-1 行政評価・事務事業評価の推進 施策・事業の必要性について廃止や見直し、新たに必要な事
業の実施を図るため、行政評価・事務事業評価を進めます。

2-2 産業・創業の振興と雇用の創出 成長産業の集積、雇用と財源確保につながる企業誘致を図る
とともに、地域経済を支える人材の確保等を進めます。

2-3 町税等収納率の向上と歳入確保
の推進

町税や料金収入などを確保するにあたり、収納率の向上をめ
ざします。また、ふるさと納税等の積極的な活用により、歳
入の確保に努めます。

（2）行政サービスのマネジメント強化
実施項目 実施概要

2-4 公共施設における行政サービス
の改善

町民が利用しやすいよう公共施設設置条例等を改正（見直し）
します。また、公共施設の運営は、コスト意識を持ちつつ、サー
ビス内容の改善をするなど適切な運営をおこないます。

2-5 民間活力の活用の推進
指定管理者制度や公設民営方式、民間委託など多様な民間活
力の活用による行政サービスの運営を検討し、質の高い行政
サービスの提供をおこないます。

2-6 公共施設等総合管理計画の推進 公共施設等の管理に関する基本方針に基づき、町民と協働し
ながら、着実に計画を推進します。

■問い合わせ：企画課企画調整係　担当：日
ひ び の

比野・荻
おぎそ

曽（内線 2226)
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住民環境課ふれあい住民係（内線 2102)

平成 28 年度の 自治会長さん です

　平成 28年度の御嵩町自治会長連絡協議会正・副会長および、各地区自治会の正・副会長が次のみなさん
に決まりました。（敬称略）

◆御嵩町自治会長連絡協議会　会　長　　籠
かごはし

橋良
りょうへい

平（大   庭）
　　　　　　　　　　　　　　副会長　　鍵

か ぎ や

谷泰
やすあき

昭（野   崎）

上 之 郷 地 区 御 嵩 地 区 中 地 区 伏 見 地 区

自治会名 氏 名 自治会名 氏 名 自治会名 氏 名 自治会名 氏 名

井 尻 ○ 小
お ぐ ら

倉 良
よしきよ

清 送 木 可
か に

兒　 守
まもる

西 之 門 吉
よしむら

村　 修
おさむ

里 髙
た か つ

津 康
やすたか

孝

北 切 奥
おくむら

村 恒
つ ね お

雄 長 岡 田
た な か

中 豊
と よ お

雄 十日市場 永
な が せ

瀨 雅
まさゆき

幸 洞 洞
ほらがい

谷　 準
じゅん

川 南 丹
に わ

羽 宏
ひ ろ お

生 城 町 植
うえまつ

松 利
としのり

規 南 町 坂
さかもと

元 新
し ん ご

吾 青 木 原
はらぐち

口 静
し ず お

男

平 佐
さ が

賀 敏
としあき

昭 南山台東 髙
た か ぎ

木 由
ゆ た か

貴 西 屋 敷 奥
おくむら

村　 茂
しげる

稲 荷 台 津
つ が わ

川　 哲
さとし

宿 今
い ま い

井 益
ま す み

己 栢 森 田
た な か

中　 猛
たけし

春 日 町 三
み や け

宅 弘
ひろやす

康 高 倉 堀
ほ り い

井 正
まさゆき

幸

美 佐 野 ◎ 桑
くわした

下 増
ま す み

美 板 良 町 佐
さ の

野 立
た つ お

男 北 屋 敷 鈴
す ず き

木 國
くにひと

人 高倉団地 ○ 佐
さ ご う

合 啓
け い じ

二

次 月 三
み や け

宅 房
ふ さ お

夫 上 町 山
やまもと

本 勝
まさひで

秀 愚 渓 町 和
わ だ

田 邦
く に お

男 高 倉 台 山
や ま だ

田 辰
たつのり

則

津 橋 佐
さ が

賀五
い よ じ

代次 中 本 町 前
まえじま

島 福
ふ く お

夫 大 庭 ◎ 籠
かごはし

橋 良
りょうへい

平 共 和 台 道
みちうえ

上 新
しんいち

一

前 沢 重
し げ た

田 裕
ゆういち

一 若 松 町 細
ほ そ え

江 寛
ひろみつ

充 大 庭 台 海
え び は ら

老原滋
しげ お

男 山 田 奥
おくむら

村　 剛
たけし

謡 坂 渡
わたなべ

邉　 哲
てつし

愛 宕 町 ◎ 木
き む ら

村 甲
こ う じ

嗣 長 瀬 平
ひ ら い

井 節
せ つ お

男 東 町 楢
ならはら

原 正
ま さ み

三

小 原 木
き む ら

村　 誠
まこと

元 町 可
か に

児 栄
え い た

太 新 木 野 伊
い さ じ

左次峰
みね お

夫 中 町 奥
おくむら

村 紘
ひ ろ し

司

西 洞 渡
わたなべ

邉 正
た だ し

司 若宮町 1 奥
おくむら

村 広
ひ ろ し

史 顔 戸 北 若
わ か お

尾 義
よ し お

雄 西 本 町 土
つ ち や

屋 昌
ま さ し

志

谷 可
か に

児　 博
ひろし

若宮町２ 安
あんどう

東 英
ひ で お

雄 顔 戸 南 ○ 亀
か め い

井 和
か ず き

紀 西 町 田
た ぐ ち

口 孝
たかなり

成

綱 木 和
わ だ

田 弘
ひろよし

義 赤 坂 髙
た か つ

津 正
しょうじ

司 古 屋 敷 西
にしかわ

川 昭
あきまさ

正 旭 町 前
ま え だ

田 裕
ゆ う じ

司

大 久 後 山
やまぐち

口　 健
たけし

昭 和 町 廣
ひ ろ せ

瀨 吾
ご ろ う

郎 尼 ヶ 池 植
うえまつ

松 春
は る お

夫 伏 見 台 佐
さ と う

藤 伸
のぶゆき

幸

小 和 沢 松
まつもと

本 壽
ひ さ お

男 木 の 下 大
おおひら

平 正
まさあき

明 西 田 小
お が わ

川 和
かずのり

則 野 崎 ◎ 鍵
か ぎ や

谷 泰
やすあき

昭

南山台西 佐
さ と う

藤 敏
としあき

明 南 山 安
あんどう

藤 栄
え い じ

司 新 町 各
か か み

務　 豊
ゆたか

向 陽 台 ○ 小
こ ぎ そ

木曽祥
しょうじ

二 本 郷 長
ながぬま

沼 清
きよゆき

幸

16自治会 18自治会 17自治会 18自治会

よろしくお願いします

✿ 各地区自治会長　　◎ … 地区会長　　○ … 地区副会長

■問い合わせ：住民環境課ふれあい住民係　担当：永
ながせ

瀬（内線 2102）
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教育センター（内線 2264）

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

〜 

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ 

① 

〜

教
育
の
窓
か
ら

　
　

適て
き
お
う応
支し
え
ん援
教
室
「
オ
ア
シ
ス
教
室
」　　
　

　
「
オ
ア
シ
ス
教
室
」
は
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
行
け
な
い
子
や
休
み
が
ち
な
子
の
た

め
に
、
教
育
委
員
会
が
設
置
し
て
い
る
適
応

支
援
教
室
で
す
。
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
「
心
の
居
場
所
」
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
の
目
線
に
立
っ
て
、
悩
み
や
喜

び
を
分
か
ち
合
え
る
支
援
活
動
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
、
制
作
・
創
作
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然

体
験
活
動
、
調
理
活
動
、
教
科
の
学
習
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
、
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
応
じ

た
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
分
に
蓄た

く
わえ
て
、
再

び
、
学
校
や
社
会
で
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ア
シ
ス
教
室
へ
の
通
級
は
、
在
籍
校
へ

の
出
席
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　

入
級
に
関
す
る
相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
、

学
校
ま
た
は
オ
ア
シ
ス
教
室
、
御
嵩
町
教
育

セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

学
校
教
育
編　
　

〜
御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー
〜

〜
御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー
〜

★
支
援
活
動

● 

日
時
：
月
曜
〜
金
曜
日　

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　
● 

場
所
：
オ
ア
シ
ス
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
公
民
館
1
階
）

● 

通
級
申
込
方
法
：
学
校
ま
た
は
オ
ア

シ
ス
教
室
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
電
話
相
談
・
来
所
相
談

● 

日
時
：
月
曜
〜
金
曜
日　

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

● 

場
所
：
オ
ア
シ
ス
教
室 

相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
公
民
館
1
階
）

● 

相
談
員
：
オ
ア
シ
ス
教
室
室
長
お
よ

び
主
任
（
教
育
相
談
員
）

◆
臨
床
心
理
士
に
よ
る

　
　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
【
予
約
制
】

● 

日
時
：
毎
週
火
曜
日　

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所
：
オ
ア
シ
ス
教
室 

相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
公
民
館
1
階
）

● 

臨
床
心
理
士
：
御
嵩
町
ス
ク
ー
ル

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

高た
か
い井

沙さ
お
り織

　

※ 
予
約
が
必
要
で
す
。
学
校
ま
た
は

オ
ア
シ
ス
教
室
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
学
校
生
活
へ
の
適
応
、
子
育
て
や

発
達
に
関
わ
る
相
談
、
い
じ
め
に
関
わ
る
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※ 

オ
ア
シ
ス
教
室
に
お
け
る
支
援
・
相
談
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
は
原
則
と
し
て
、

小
・
中
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
を
対
象

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド募

集
！！　

　

オ
ア
シ
ス
教
室
で
は
、職
員
と
一
緒
に
、

教
室
に
来
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
話
し
相

手
に
な
っ
た
り
、遊
び
相
手
に
な
っ
た
り
、

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
や
学
習
、
調
理
活
動
、

創
作
活
動
な
ど
を
し
て
、
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

● 

勤
務
先
：
オ
ア
シ
ス
教
室

（
中
公
民
館 

1
階
）

● 

勤
務
内
容
：
児
童
・
生
徒
へ
の
適
応
支

援
●
勤
務
条
件
：

　

◎ 

勤
務
日
：
月
曜
〜
金
曜
日
の
う
ち
、

可
能
な
曜
日

　

◎
勤
務
時
間
：
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　
　

※ 

勤
務
時
間
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

◎
年
齢
：
19
歳
〜
40
歳

　

◎ 

資
格
：
特
に
必
要
な
し
。
健
康
で
明

朗
な
人
。

　

◎
時
給
：
８
０
０
円

　

◎
保
険
：
職
員
災
害
補
償
制
度
に
加
入

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
教
育

セ
ン
タ
ー
（
オ
ア
シ
ス
教
室
）

　

担
当
：
梅う

め
だ田

（
☎ 

６
７-

７
３
８
０
）

■ 相談および問い合わせ先■ 
★教育いじめ相談（教育委員会内）
　☎ 67-2111（内線 2262）
★御嵩町教育センター（教育委員会内）
　☎ 67-2111（内線 2264）
Ｅメール：gakkou@town.mitake.lg.jp
時間：午前 8時 30分～午後 5時 15分
★オアシス教室相談室（中公民館）
　☎ 67-7380( 直通 )
時間：午前 9時～午後 5時

11 ほっと みたけ　2016.5



総務防災課防災安全係（内線 2205)

　

4
月
3
日
（
日
）、
中
公
民
館
で
「
平
成

28
年
度 

御
嵩
町
消
防
団
入
退
団
式
」
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

退
団
さ
れ
た
前
分
団
長
を
は
じ
め
、
多
年

に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
退

団
者
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
就
任
し
た
分
団
長
以
下
新

入
団
員
（
災
害
支
援
団
員
を
含
む
）
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
支
援
団
員　
　

柘つ

げ植
明あ

き
ひ
ろ弘

【
女
性
消
防
団
員
】

　

団　

員　

亀か
め
や
ま山

祐ゆ

り里
／
村む

ら
た田

さ
な
江え

　
　
　
　
　

 

掛か
け
ふ布

登と

し

え
志
恵
／
山や

ま
ぐ
ち口

さ
や
か

柴し
ば
た田

香か
す
み純

／
金か

ね
こ子

奈な

つ都

　
　
　
　
　

和わ

だ田
麻ま

い衣

※ 

階
級
は
、
在
団
中
の
上
位
階
級
に
な
っ
て
い
ま
す
。

✿ 

入
団
消
防
団
員
（
敬
称
略
）

（
平
成
28
年
4
月
1
日
付
け　

27
名
）

　

副
団
長    

先せ
ん
ざ
き﨑　

篤
あ
つ
し

【
第
1
分
団
】　

　

副
分
団
長　

小お
ぐ
り栗

秀し
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

　

団　

員　
　

木き
む
ら村

裕ゆ
う
き起

／
奥お

く
む
ら村

健け
ん
じ二

【
第
2
分
団
】

　

副
分
団
長　

名な
く
ら倉
和か

ず
ひ
ろ裕

　

団　

員　
　

樋ひ
ぐ
ち口

智さ
と
し司

／
鈴す

ず
き木

翔し
ょ
う
や也

　
　
　
　
　
　

丸ま
る
た田
晃こ

う
へ
い平

　

災
害
支
援
団
員　
　

丹に

わ羽
伸の

ぶ
た
か考

【
第
3
分
団
】

　

副
分
団
長　

渡わ
た
な
べ邉

恭や
す
ひ
さ久

　

団　

員　
　

生い
こ
ま駒
哲て

つ
や也
／
伊い

と
う藤
嘉よ

し
な
り成

　

災
害
支
援
団
員　
　

加か
の
う納
勝か

つ
あ
き昭

【
第
4
分
団
】

　

副
分
団
長　

吉よ
し
だ田
哲て

つ
や也

　

団　

員　
　

古ふ
る
た田
良り

ょ
う
た太
／
早は

や
か
わ川
将し

ょ
う
へ
い平

　
　
　
　
　
　

渡わ
た
な
べ邉　

弦ゆ
ず
る／

三み
や
け宅

亮り
ょ
う
す
け輔

　
　
　
　
　
　

田た
な
か中

維ゆ
い
ま摩

　

災
害
支
援
団
員　
　

岸き
し
の野

友と
も
や哉

【
女
性
消
防
団
員
】

　

団　

員　

安あ
ん
ど
う藤　

唯ゆ
い

／
大お

お
の野
真ま

ほ帆

　
　
　
　
　

 

桑く
わ
し
た下
真ま

ゆ

か
由
佳
／
古ふ

る
や
ま山
万ま

ち智

　
　
　
　
　

山や
ま
だ田
沙さ

き紀
／
福ふ

く
お
か岡
由ゆ

き記

　
　
　
　
　

梅う
め
む
ら村

彩あ
や
か華

◇
災
害
支
援
団
員
制
度
と
は
…

　

近
年
の
消
防
団
員
の
確
保
が
困
難
な
状
況

の
な
か
、
就
労
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
昼
間

の
火
災
な
ど
に
出
動
で
き
る
団
員
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
平
成

22
年
度
か
ら
消
防
団
員
経
験
（
5
年
以
上
）

が
あ
り
、一
日
を
通
し
て
出
動
可
能
な
人
に
、

緊
急
時
の
み
出
動
し
て
い
た
だ
く
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
町
全
体
で
20
名
の
み
な
さ
ん

に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇ 

消
防
操そ

う
ほ
う法

大
会

　
　
　
　
　

 

の
お
知
ら
せ 

◇

　

消
防
団
員
が
消
防
車
か
ら
火
点
へ
、

い
か
に
早
く
か
つ
正
確
に
放
水
を
お
こ

な
う
か
を
4
地
区
の
分
団
が
競
い
ま

す
。

　

●
日
時
：
6
月
12
日
（
日
）

　
　

※
雨
天
決
行

　
　

午
前
9
時
30
分
開
始
予
定

　

●
場
所
：
南
山
消
防
グ
ラ
ウ
ン
ド

■ 

問
い
合
わ
せ
：
総
務
防
災
課
防
災
安
全
係

　

担
当
：
福ふ

く
い井
（
内
線 

２
２
０
5
）

✿ 

退
団
消
防
団
員
（
敬
称
略
）

（
平
成
28
年
3
月
31
日
付
け　

27
名
）

　

副
団
長    

渡わ
た
な
べ邉

好よ
し
ろ
う郎

【
第
1
分
団
】　

　

副
分
団
長　

山や
ま
だ田
真し

ん
ご吾

　

部　

長　
　

平ひ
ら
い井

登と

し

や
志
也

　

団　

員　
　

上か
み
や
ま山

和か
ず
ひ
ろ宏

【
第
2
分
団
】

　

副
分
団
長　

鍵か
ぎ
や谷
欣よ

し
ひ
ろ弘

　

部　

長　
　

川か
わ
か
み上

敏と
し
ひ
ろ弘

／
東ひ

が
し　

祐ゆ
う
す
け介

　
　
　
　
　
　

田た
な
か中
慎し

ん
じ二

　

災
害
支
援
団
員　
　

生い
こ
ま駒
親ち

か
ゆ
き之

【
第
3
分
団
】

　

副
分
団
長　

井い
の
う
え上
年と

し
お生

　

団　

員　
　

石い
し
い井
貴た

か
の
り規
／
栗く

り
は
ら原
良よ

し
ひ
ろ浩

　

災
害
支
援
団
員　
　

安あ
ん
ど
う藤

彰あ
き
ろ
う朗

【
第
4
分
団
】

　

副
分
団
長　

山や
ま
ざ
き崎

正ま
さ
み
つ光

　

部　

長　
　

岸き
し
の野
友と

も
や哉
／
玉た

ま
お
き置
三み

つ
あ
き晃

　

班　

長　
　

渡わ
た
な
べ邊　

亘
わ
た
る

　

団　

員　
　

奥お
く
む
ら村
章あ

き
ひ
と仁

　
　
　
　
　
　

田た
な
か中
美み

ち
た
ろ
う

知
太
郎

▲  長
なが せ

瀬消防団長に入団宣誓する副団長の先
せんざき

﨑篤
あつし

さん

〜 

い
ざ
と
い
う
と
き
の
力 

消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う 

〜

平
成
28
年
度

消
防
団
入
退
団
式
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学校教育課学校教育係（内線 2262)/ 企画課人事情報係（内線 2223）

　上之郷小学校で「小規模特認校制度」
　　　始まります！！（平成29年度から開始）
■「小規模特認校制度」とは・・・
　小規模な学校の特色を理解し、小規模な学校で学びたい・学ば
せたいという希望者が、条件を満たせば、小規模特認校に、町内
全域から通学することができる制度です。平成29年度から上之郷
小学校を小規模特認校として指定し、入学・転学生を募集します。

■上之郷小学校の特色
　１　岐阜県教育委員会指定防災教育推進校として大きな成果を上げています。
　２　長年学校歯科保健活動に取り組み、岐阜県や全国の表彰を受賞し、虫歯０になっています。
　３　少人数によるきめ細かな指導により、学力向上・体力向上につとめ、成果を上げています。
　４　学校運営協議会を設置し、コミュニティスクールとして地域と共にある学校づくりを推進しています。
　５　放課後子ども教室を、平成 28年度から実施します。
　６　 文部科学省より、平成 28年度「少子化・人口減少に対応した活力ある学校教育推進事業」の指定を受け、

小規模校を存続させる場合の教育活動について研究をします。

■就学の条件
　次の事項の条件をすべて満たしていることが必要です。
　（１）児童が町内に在住または在住予定の人。
　（２）通学が保護者の責任と負担でおこなえる人。
　（３）原則卒業まで就学できる人。
　（４）小規模特認校（上之郷小学校）の教育活動について賛同・協力する人。

■就学の時期：平成 29年 4月 1日（年度途中の入学は出来ません）

■募集について：8 月下旬に、詳細な申込の案内をおこなう予定です。
　11月中をめどに申し込み受け付けをおこなう予定です。

■ 問い合わせ：学校教育課学校教育係　担当：井
いざわ

澤・安
あんどう

藤（内線 2262）

　　　　経済センサス － 活動調査を実施します

　総務省、経済産業省により、6月 1日を期日とした、平成 28年経済センサス‐活動調査を実施いたします。
　調査の結果は、国および地方公共団体における行政施策の立案や、民間企業における経営計画の策定など、
社会経済の発展を支える基礎資料として広く利用されます。
　全国のすべての事業所および企業が対象になります。
　調査票は５月末までにお届けしますので、提出をお願いします。調査票に記入していただいた内容は、
統計法に定められている利用目的以外（例えば徴税資料など）に使用することは絶対にありませんので、
安心してご提出ください。
　調査へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

■問い合わせ：企画課人事情報係
　担当：丸

まるやま

山・福
ふくおか

岡（内線 2223）

あなたの
回答が、日本経済の力になる！
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企画課人事情報係（内線 2223)

【
保
険
長
寿
課
高
齢
福
祉
係
長
】
刀と

ね根
哲て

つ
や也

（
保
険
長
寿
化
高
齢
福
祉
係
主
任
主
査
）

【
建
設
課
管
理
係
長
】
古ふ

る
か
わ川

孝
た
か
し

（
総
務
防
災
課
防
災
安
全
係
長
）

【
農
林
課
森
づ
く
り
係
長
】
林

は
や
し

三み

き

お
樹
夫

（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
長
）

【
上
下
水
道
課
下
水
道
係
長
】
奥お

く
む
ら村
光み

つ
よ
し良

（
農
林
課
森
づ
く
り
係
長
）

【
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
】
井い

ざ
わ澤
明あ

き
よ
し好

（
亜
炭
鉱
廃
坑
対
策
室
副
室
長
）

【
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
長
】
栗く

り
や
も
と

谷
本
真ま

こ
と

 

（
保
険
長
寿
課
介
護
保
険
係
長
）

◆ 

主
任
主
査
・
主
査
・
主
任
・
主
事
・

主
事
補
級

【
企
画
課
】

　

荻お
ぎ
そ曽
弘こ

う
た
ろ
う

太
郎
（
内
閣
府
派
遣
）

　

伊い

さ

じ
佐
治
文ふ

み
の野
（
福
祉
課
）

【
総
務
防
災
課
】

　

川か
わ
か
み上

敏と
し
ひ
ろ弘

（
企
画
課
）

　

板い
た
や屋
達た

つ
ひ
こ彦
（
亜
炭
鉱
廃
坑
対
策
室
）

　

成な
る
せ瀬

達た
つ
や也

（
建
設
課
）

【
亜
炭
鉱
廃
坑
対
策
室
】

　

今い
ま
い井
健け

ん
た太
（
上
下
水
道
課
）

【
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
室
】

　

山や
ま
ぐ
ち口
さ
や
か
（
税
務
課
）

【
ま
ち
づ
く
り
課
】

　

北き
た
だ田

桂け
い
た
ろ
う

太
郎
（
福
祉
課
）

【
税
務
課
】
古ふ

る
や
ま山

万ま

ち智
（
学
校
教
育
課
）

　

4
月
1
日
付
け
で
人
事
異
動
を
お
こ
な

い
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
（　

）
内
は
、
前
担
当
職

◆
副
町
長　

【
副
町
長
】

　

寺て
ら
も
と本
公ひ

ろ
ゆ
き行
（
総
務
部
長
）

◆
部
長
級

【
総
務
部
長
】

　

加か
と
う藤

暢の
ぶ
ひ
こ彦

（
保
険
長
寿
課
長
）

【
企
画
調
整
担
当
参
事
】

　

森も
り
し
ま島
嘉よ

し
と人
（
岐
阜
県
よ
り
派
遣
）

※
岐
阜
県
へ
復
帰

　

葛か
さ
い西
孝た

か
ひ
ろ啓
（
企
画
調
整
担
当
参
事
）

◆
課
長
級

【
企
画
課
長
】
小お

ぎ

そ
木
曽
昌ま

さ
ふ
み文

（
議
会
事
務
局
長
）

【
総
務
防
災
課
長
】
須す

だ田
和か

ず
お男

（
上
下
水
道
課
長
）

【
住
民
環
境
課
長
】
若わ

か
お尾
宗む

ね
ひ
さ久

（
生
涯
学
習
課
長
）

【
保
険
長
寿
課
長
】
高た

か
ぎ木

雅ま
さ
は
る春

（
企
画
課
企
画
調
整
係
長
）

【
上
下
水
道
課
長
】
大お

お
が鋸
敏と

し
お男

（
住
民
環
境
課
長
）

【
生
涯
学
習
課
長
】
亀か

め
い井

孝た
か
と
し年

 （
総
務
防
災
課
長
）

【
議
会
事
務
局
長
】
各か

か
み務
元も

と
の
り規
（
企
画
課
長
）

◆
課
長
補
佐
級

【
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長
】

中な
か
む
ら村

治は
る
ひ
こ彦

（
保
険
長
寿
課
高
齢
福
祉
係
長
）

◆
係
長
級

【
企
画
課
企
画
調
整
係
長
】
日ひ

び

の
比
野
克か

つ
ひ
こ彦

（
総
務
防
災
課
財
政
係
長
）

【
総
務
防
災
課
財
政
係
長
】
佐さ

と
う藤

公ま
さ
の
り則

（
総
務
防
災
課
財
政
係
主
任
主
査
）

【
総
務
防
災
課
防
災
安
全
係
長
】
福ふ

く
い井

章あ
き
た
か隆

（
総
務
防
災
課
防
災
安
全
係
主
任
主
査
）

【
亜
炭
鉱
廃
坑
対
策
室
副
室
長
】
塚つ

か
も
と本

政ま
さ
ふ
み文

（
建
設
課
農
管
理
係
長
）

【
税
務
課
町
民
税
係
長
】
可か

に児
剛た

け
ひ
こ彦

（
学
校

教
育
課
学
校
教
育
係
長
）

【
住
民
環
境
課
環
境
整
備
係
長
】
大お

お
く
ぼ

久
保
嘉よ

し

博ひ
ろ

（
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
長
）

【
保
険
長
寿
課
介
護
保
険
係
長
】
小お

倉ぐ
ら

芳よ
し
ゆ
き幸

（
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
）

町
職
員
人
事
異
動

【
住
民
環
境
課
】

　

掛か
け
ふ布
登と

し

え
志
恵
（
生
涯
学
習
課
）

【
保
険
長
寿
課
】

　

土つ
ち
も
と本
千ち

か
げ景
（
福
祉
課
）

　

松ま
つ
い井

繁し
げ
の
り憲

（
可
児
市
派
遣
）

　

福ふ
く
た田

康や
す
た
か孝

（
建
設
課
）

【
福
祉
課
】

　

神か
ん
だ田
梨り

か花
（
保
険
長
寿
課
）

　

榊
さ
か
き
ば
ら原
増ま

す
ひ
こ彦
（
生
涯
学
習
課
）

　

山や
ま
だ田

み
ち
る
（
ま
ち
づ
く
り
課
）

【
建
設
課
】

　

板い
た
や屋

沙さ
お
り織

（
企
画
課
）

　

市い
ち
は
ら原
玄は

る
た
か崇
（
生
涯
学
習
課
）

【
学
校
教
育
課
】

　

安あ
ん
ど
う藤

唯ゆ
い

（
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
室
）

【
生
涯
学
習
課
】
山や

ま
だ田

沙さ

き紀
（
保
険
長
寿
課
）

【
内
閣
府
派
遣
】
加か

と
う藤
群ぐ

ん

（
税
務
課
）

【
可
児
市
派
遣
】
黒く

ろ
き木
祥よ

し
ひ
ろ大
（
保
険
長
寿
課
）

◇
退
職
者

（
平
成
28
年
3
月
31
日
付
け
）

　

纐こ
う
け
つ纈

久ひ
さ
み美

（
副
町
長
）

　

水み
ず
の野
求も

と
む（
住
民
環
境
課
環
境
整
備
係
長
）

　

村む
ら
く
も雲
千ち

え恵
（
福
祉
課
主
事
）
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こ
の
4
月
よ
り
岐
阜
県
か
ら
派
遣
さ
れ
、

「
企
画
調
整
担
当
参
事
」
と
し
て
御
嵩
町
で

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
前
任
者
に
引
き
続
き
、
お
世
話
に
な
り

ま
す
。

　

3
月
ま
で
は
、
県
庁
内
で
土
木
建
設
に
関

す
る
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、心
機
一
転
、

御
嵩
町
の
一
職
員
と
し
て
、
精
一
杯
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

御
嵩
町
は
、
中
山
道
の
御
嶽
宿
・
伏
見
宿

が
あ
っ
た
歴
史
の
ほ
か
、
豊
か
で
美
し
い
自

然
を
満ま

ん
き
つ喫

す
る
こ
と
が
で
き
る
素
敵
な
と
こ

ろ
で
あ
る
と
と
も
に
、「
み
た
け
の
え
え
も

ん
」
に
代
表
さ
れ
る
お
い
し
い
食
べ
物
も
あ

り
、
興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
旅
が
好
き
で
、
こ
れ
ま
で
全
国
各

地
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
通

勤
途
中
で
名
鉄
広
見
線
か
ら
の
四
季
折
々
の

風
景
を
楽
し
ん
だ
り
、
も
っ
と
も
っ
と
御
嵩

町
の
〝
え
え
も
ん
〞
を
探
す
こ
と
が
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
御

嵩
町
の
み
な
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
が

ん
ば
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆企画調整担当参事

森
もりしま

島 嘉
よ し と

人

　

こ
の
た
び
、
第
１
回
町
議
会
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
選
任
同
意
を
い
た
だ
き
、
4

月
1
日
付
け
で
副
町
長
を
拝は

い
め
い命
い
た
し
ま

し
た
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
そ
の
器
で
は
な

く
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
お
も
い
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
地
方
自
治
体
を
取

り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
な
ど
の
社
会
環

境
の
変
化
に
よ
り
、
戦
後
確
立
さ
れ
た
地

方
自
治
制
度
の
大
き
な
分
岐
点
に
立
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
市
町
村
は
地
域

住
民
に
最
も
近
い
基
礎
的
自
治
体
で
あ
り
、

今
ま
で
以
上
に
「
自
分
の
町
の
こ
と
は
自

分
た
ち
で
決
め
る
」
と
い
っ
た
自
主
性
が

強
く
求
め
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
を
実
行
し
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

御
嵩
町
も
、
防
災
・
減
災
対
策
、
亜
炭

鉱
廃
坑
対
策
、
名
鉄
広
見
線
対
策
な
ど
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、

◆副 町 長
　寺

てらもと

本 公
ひろゆき

行

✿ 

就
任
・
新
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

✿

山さ
ん
せ
き積
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
も
と
よ
り
微び

力り
ょ
くで
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
渡わ

た
な
べ邊
公き

み
お夫
町
長
の

指
揮
の
も
と
、
御
嵩
町
発
展
の
た
め
、
誠
心

誠
意
努
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
す
る
と
と
も

に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
こ
の
時
局
に
あ

た
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
御
嵩
町
第
五

次
総
合
計
画
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
『
つ
な

が
る
・
あ
ふ
れ
る
・
輝
く
ま
ち
』
を
合
言
葉

に
、
住
民
一
人
一
人
が
、
御
嵩
に
住
ん
で
良

か
っ
た
な
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
議
会
を
は
じ
め
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の

ご
指
導
と
ご
鞭ご

べ
ん
た
つ撻を
賜た

ま
わり
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就し

ゅ
う
に
ん任の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

企画課人事情報係（内線 2223)

◆保険長寿課
　国保年金係

生
い こ ま

駒 百
も も か

花

◆まちづくり課
　まちづくり推進係

堀
ほ り え

江有
ゆ か

加

◇
新
規
採
用
職
員
（
7
名
）

　

私
は
、
高
校
時
代
に
吹
奏
楽
部
で
の
演

奏
活
動
で
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
御
嵩
の
方
と
接
点
を
持
ち
、

愛
着
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
御
嵩
町
へ

恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
住
ま
い
が
御
嵩
町
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
御
嵩
町
に
は
親
し
み
が
あ
り
ま
す
。

　

ぎ
ふ
清
流
郡
市
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
で

は
、
御
嵩
町
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
御
嵩
町
で
働
け
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　

笑
顔
を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

15 ほっと みたけ　2016.5



企画課人事情報係（内線 2223)/ まちづくり課まちづくり推進係（内線 2235）

◆上下水道課
　水道整備係

丸
ま る た

田 晃
こうへい

平

◆福祉課
　児童福祉係

生
い こ ま

駒 恵
え り

里

◆建設課
　土木係

鈴
す ず き

木 翔
しょうや

也

◆福祉課
　保健予防係

　水
み ず の

野里
さ と み

美

◆建設課
　管理係

三
み や け

宅 亮
りょうすけ

輔

■ 

問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
人
事
情
報
係

　

担
当
：
丸ま

る
や
ま山
（
内
線 
２
２
２
3
）

　

以
前
に
１
年
間
、
御
嵩
町
で
臨
時
保
健

師
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
。
こ
の
度
、
ま
た
御
嵩
町
で
働
け
る

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
が
今
の
健
康
を
維
持
、
ま
た

は
よ
り
健
康
に
な
り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
職
員
募
集
は
、

6
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

幼
少
期
を
御
嵩
町
で
過
ご
し
、「
み
た
け

の
森
」
で
遊
ん
だ
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
度
、
御
嵩
町
で
働
け
る

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

御
嵩
町
の
み
な
さ
ま
が
住
み
や
す
く
、

過
ご
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

私
は
大
学
時
代
、
ま
ち
づ
く
り
に
興
味

を
持
ち
、
近
隣
の
市
町
村
を
調
べ
て
い
く

な
か
で
、
御
嵩
町
の
歴
史
や
観
光
に
大
変

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
町
民
以
外
の
人
に
も
御

嵩
町
を
広
め
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
住
ん
で
い
る
、
こ
の
御

嵩
町
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、
高

校
で
培

つ
ち
か

っ
て
き
た
体
力
・
精
神
力
を
仕
事

で
も
存
分
に
発
揮
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
さ
を
活
か
し
た
元
気
さ
で
、

御
嵩
町
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

まちの観光 PR動画、観光ウェブサイトが出来ました
　町の観光ウェブサイト・観光PR動画が公開となりました。
　このサイトでは、御嵩町を体験する／食べる・買う／泊まる／モデル
コース／アクセスといった観光情報の発信や、動画でのＰＲをおこなっ
ています。各サイト、動画とも全て英語対応となっています。ぜひご覧
ください！

みたけのええもんのロゴが新しくなりました！
　平成24年度から始まった、まちの特産品の認定制度「みたけのええもん」
の認定ロゴが新しく生まれ変わりました。ええもん取扱店舗は、目印の「の
ぼり」を設置していますので、見かけたらぜひお立ち寄りください。
■ 問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係　担当：井

いのうえ

上・佐
さばし

橋
　（内線 2235）

▲御嵩町観光
ホームページ

▲御嵩町観光
ＰＲ動画

　

高
校
卒
業
後
は
、
大
学
進
学
の
た
め
県

外
で
生
活
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
度
は
、

故
郷
の
御
嵩
町
で
働
く
こ
と
が
で
き
、
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

育
て
て
い
た
だ
い
た
恩
返
し
が
で
き
る

よ
う
に
、
御
嵩
町
の
み
な
さ
ま
の
た
め
に

精
一
杯
尽
力
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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　保育所等老朽化対策検討委員会から報告を受けました
　御嵩町立保育所等老朽化対策検討委員会 (委員長：岐阜大学教育
学部教授今

いまむら

村光
みつゆき

章氏 ) は、3月 22 日（火）、渡
わたなべ

邊町長へ御嵩町立保
育所等の老朽化に伴う施設整備についての報告書を提出しました。
　検討委員会では、建設以来 40年以上が経過し、老朽化の進む中保
育園等の整備方針について、現地視察を含め計４回にわたり、会議・
検討をおこなってきました。報告書では、基本的な方針として４つ
の柱を掲げています。

①新しい園舎を建設することが望ましく、早期の建設を実現
② 子どもたちの安全を最優先に考え、地震等に備えるための耐震化
工事等の早期の実施

③保育園の運営形態については、公立、私立にはこだわらない
④ 児童館に加え、療育センター、幼児教育センターなど、施設の複
合化の検討 

　町では、今後この報告書の内容を踏まえ、住民の利便性の向上や
ニーズなどを十分検討しながら、保育所等の整備について進めてい
きます。
■問い合わせ：福祉課児童福祉係　担当：小

おぐら

倉（内線 2112）
▲  左から中

なかむら

村副委員長、日
ひ び の

比野委員、今
いまむら

村委員長、
渡
わたなべ

邊町長、小
おぐり

栗委員、須
す だ

田委員、中
なかがわ

川委員

企画課企画調整係（内線 2227）/ 福祉課児童福祉係（内線 2112)

　

の集まり」となんとなく思ってしまっていたこと
も、改めて見直してみると、一つの組織で、男女
が共同で、何かをおこなうと、より力が発揮でき
ると思います。
　これから御嵩町でも、高齢化や人口減少が進む
なか、男女が手を取り合って参画する社会を次の
世代に橋渡しをしていくことは、大切なことだと
思います。
　一昨年誕生した孫娘が、社会に出るころには今
よりさらに、男女共同参画が進んだ御嵩町であっ
て欲しいと思っています。

御嵩町男女共同参画懇話会委員　木
きむら

村博
ひろ こ

子（新町）
■ 問い合わせ：企画課企画調整係　担当：伊

いとう

藤
　（内線 2227）

自分らしさを
実現できる町

　私が、御嵩町男女共同参画懇話会に参加させ
ていただき、学ぶうちにちょっと気になる新聞
記事を目にしました。
　『女性消防団員増へ、岐阜県が補助制度。消防
団員の減少が続くなか、女性の団員を増やそう
と、女性更衣室整備費などへ、補助を始める』
　今まで、あまり気に掛けていなかったけれど、
男性だけの消防組織ではなくて、男女が力を合
わせて消火や防災活動にあたる。それぞれがで
きる役割を果たす組織になってきていると感じ
ました。
　また、御嵩町商工会でも、青年部は男性ばか
りだったように思います。しかし、最近では女
性の参加を大いに期待しているようです。
　今まで、「これは男性のみの集まり、女性のみ

御嵩町男女共同参画懇話会

『手を取り合って参画する社会を』

▲  老朽化が進む中保育園の園舎
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地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172)

地域包括支援
センター

（高齢者なんでも相談窓口）
高齢者などの在宅福祉サービス
メニューのご紹介　（その 2）

■ 問い合わせ：地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係内）
　担当：福

ふくた

田（内線 2172）

　　　　　　　　町では、高齢者のみなさんに在宅で安心して生活していただ
　　　　　　　くために、さまざまなサービスを実施しています。
　２回目の今回は、介護保険の認定を受けた人を対象とするサービスを紹介し
ます。日常生活のなかで困っていることはありませんか？気軽にご相談くださ
い。

① 

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

◎ 

も
し
も
の
と
き
に
役
立
つ
、
緊
急
通
報
専
用

電
話
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
通
報
装
置
の
貸
出
し

を
し
ま
す

● 

内
容
：
専
門
の
業
者
が
、
高
齢
者
か
ら
の
体

調
不
良
通
報
や
災
害
時
な
ど
の
緊
急
通
報
に
、

24
時
間
体
制
で
対
応
し
ま
す
。
各
種
相
談
に

応
じ
る
な
ど
、
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
月
に
1
回
以
上
、
電
話

に
よ
る
利
用
者
へ
の
安
否
確
認
を
お
こ
な
い

ま
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯

● 
必
要
条
件
：
緊
急
時
の
連
絡
の
た
め
に
、
利

用
者
の
親
族
な
ど
、
3
人
以
上
の
協
力
員
が

必
要
。

● 

費
用
：
無
償
貸
与　

※
通
話
料
は
自
己
負
担

② 

徘は
い
か
い徊
高
齢
者
早
期
発
見
シ
ス
テ
ム

端
末
機
の
貸
与
事
業

◎ 

居
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
も
、
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
て
安
心
で
す

● 

内
容
：
認に

ん
ち知
症し

ょ
うの
高
齢
者
が
徘
徊
に
よ
り
居
場

所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、人
工
衛
星「
Ｇ

Ｐ
Ｓ
」
や
携
帯
電
話
基
地
局
を
使
い
、
早
期
に

発
見
す
る
も
の
で
す
。
携
帯
電
話
ほ
ど
の
大
き

さ
の
端
末
機
を
衣
服
な
ど
に
常
時
身
に
つ
け
る

こ
と
に
よ
り
、
緊
急
時
に
対
応
し
ま
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護

者
と
認
定
さ
れ
た
認
知
症
の
高
齢
者
や
同
程

度
の
状
態
と
認
め
ら
れ
た
人

● 

費
用
：
【
端
末
機
の
費
用
負
担
額
（
月
額
）】

　

・ 

生
活
保
護
世
帯
、
生
計
中
心
者
の
前
年
所

得
税
非
課
税
世
帯 

… 

0
円

　

・ 

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
が
7
万
円
以

下
の
世
帯 

… 

２
５
０
円

　

・ 

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
が
7
万
1
円

以
上
の
世
帯 

… 

５
０
０
円

　
【
現
場
探
索
費
用
】

　

・ 

専
門
業
者
の
現
場
急
行
費
用
は
、
別
途
、

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

③ 

高
齢
者
リ
フ
ト
つ
き
福
祉
車
両

運
行
料
金
助
成
事
業

◎ 

リ
フ
ト
つ
き
福
祉
タ
ク
シ
ー
で
外
出
す
る
際

に
、
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

● 

内
容
：
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
が
運
行
す
る
専

用
の
リ
フ
ト
つ
き
福
祉
車
両
で
買
い
物
や
通

院
な
ど
の
外
出
を
す
る
際
に
、
料
金
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　

 　

利
用
範
囲
は
、
町
内
の
ほ
か
、
可
児
市
・

加
茂
郡
・
美
濃
加
茂
市
・
多
治
見
市
・
土
岐
市
・

瑞
浪
市
で
、
月
2
回
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は
要
介

護
5
と
認
定
さ
れ
た
人
や
身
体
障
害
者
手
帳

1
級
に
該
当
す
る
下
肢
・
体
幹
な
ど
に
障
が

い
が
あ
る
人

● 
助
成
費
用
：
利
用
し
た
運
行
料
金
（
割
増
料
金

は
含
ま
ず
）
と
2
万
円
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
少

な
い
金
額
の
2
分
の
1
以
内

④ 

ね
た
き
り
高
齢
者
等

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

◎ 

日
常
必
要
と
す
る
生
活
用
品
を
給
付
し
ま
す

● 

内
容
：
在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や
認
知

症
の
高
齢
者
な
ど
で
、
日
常
必
要
と
す
る
紙

オ
ム
ツ
・
寝
巻
き
・
肌
着
・
特
殊
シ
ー
ツ
な
ど
、

生
活
用
品
の
給
付
を
す
る
も
の
で
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は
要
介

護
5
と
認
定
さ
れ
た
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や

認
知
症
の
高
齢
者
で
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た

人
● 

費
用
：
町
民
税
課
税
年
額
に
よ
り
費
用
負
担

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
町
民
税
所
得
割
課

税
額
が
20
万
円
以
上
の
世
帯
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

⑤ 

ね
た
き
り
高
齢
者
等

介
護
者
手
当
支
給
事
業

◎ 

介
護
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
す

● 

内
容
：
介
護
者
に
対
し
て
、
手
当
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

● 

対
象
：
介
護
保
険
の
要
介
護
4
ま
た
は
要
介

護
5
と
認
定
さ
れ
、
か
つ
寝
た
き
り
の
条
件

に
該
当
す
る
高
齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
を

介
護
す
る
人

● 

支
給
額
：
月
額
６
、０
０
０
円

 

● 

申
請
方
法
：
申
請
月
に
所
定
の
書
類
を
添
え

て
、
支
給
対
象
期
間
分
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

支
給
対
象
期
間

申
請
月

支
給
月

第
1
期
（
4
月
〜
7
月
）

8
月

9
月

第
2
期
（
8
月
〜
11
月
）

12
月

1
月

第
3
期

（
12
月
〜
翌
3
月
）

4
月

5
月
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総務防災課財政係（内線 2212）／まちづくり課まちづくり推進係（内線 2235)

◎電源立地地域対策交付金
　電源立地地域対策交付金は、原子力発電関連施設設置周辺市町村、水力発電施設設置市町村への国からの交付
金です。この交付金は、地域住民の福祉向上のために町がおこなう事業に対して交付されます。平成 27年度は、
次の事業に対して交付金が使用されました。

事業名 事業費（千円） 交付金額（千円）
義務教育就学児福祉医療費助成事業 34,709 30,000

御嵩町立施設運営事業
（ 保育園運営事業 /保健センター運営事業） 118,330 98,114

海洋センター運営事業 11,078 8,759

給食センター運営事業 5,258 4,000

合 計 169,375 140,873

事業名 事業費（千円） 補助金額（千円）
環境都市交流体験プロジェクト事業 2,671 900
移住交流促進プロモーション事業 880 440

合 計 3,551 1,340

◎岐阜県清流の国地域振興補助金
　清流の国地域振興補助金は、「ぎふ清流国体・ぎふ清流大会」の成果を継

けいしょう

承・発展させ、清流の国ぎふづくりを
推進する事業に対して、岐阜県から交付されます。平成 27年度は、次の事業に対して補助金が使用されました。

平成 27 年度　補助金・交付金の使用報告

平成 27 年度　地域づくり施設整備助成金交付団体
　町では、町の活性化と魅力あるまちづくりを推進するために、創意と工夫にあふれた自主的およ
び主体的な活動をおこなう団体が実施する地域づくり施設の整備事業に対して、必要な経費の一部
を助成しています。平成 27年度は、次の 1 団体の事業について助成金を交付しました。

✿ 助成金交付団体の紹介

団体名 代表者名（敬称略） 会員数

中山道ゆったり伏見宿 藤岡　マリ子 46名

事業名 総事業費 交付決定額

松屋山田家住宅保存修理工事 26,628,000 円 4,500,000 円

　事業内容など

　国登録有形文化財「松屋山田家住宅」の保存修理工事をおこな
い、伏見宿の再生、伏見地区の活性化を目的とする。
◎工事の内容
①屋根の葺き替え、外壁の塗り直し
②老朽化した箇所の大工工事
③建具の修理、取り換え
◎代表者のコメント
　国の有形文化財に登録され、良い機会だと思い改修工事をおこない
ました。中山道を歩く拠点になれば良いなと思っています。

■ 問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係　担当：堀
ほりえ

江（内線 2235）

■問い合わせ：総務防災課財政係　担当：佐
さとう

藤（内線 2212）
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結
核
検
診
の

お
知
ら
せ　

　

町
で
は
、
今
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る

人
を
対
象
に
、左
記
の
日
程
で
「
結
核
検
診
」

を
お
こ
な
い
ま
す
。
都
合
の
よ
い
日
時
お
よ

び
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
票
は
、
3
月
に
送
付
し
ま
し
た
「
検

診
受
診
希
望
台
帳
」
で
「
町
の
検
診
を
受
け

る
」
に
○
印
を
つ
け
た
人
お
よ
び
未
記
入
・

未
返
却
の
人
に
発
送
し
ま
す
。

　

受
診
票
を
持
っ
て
、
会
場
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

＜平成２８年度結核検診日程表＞

※ 地区の指定はありませんので、都合のよい会場で受診してください。

※ 

受
診
票
の
な
い
人
も
受

診
で
き
ま
す
の
で
、
検

診
会
場
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。（
無
料
）

※ 

受
診
票
は
5
月
下
旬
に

発
送
予
定
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
榊さ

か
き
ば
ら原（
内
線 

２
１
９
2
）

保健センター（内線 2192）

★
今
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る
み
な
さ
ん
へ

日 程 会 場 時 間

6 月 3日（金）

保健センター 午前 　9：00～ 10：30
上之郷公民館 午前 11：00～ 11：30
中公民館 午後 　1：00～　2：30
伏見公民館 午後 　3：00～　4：00

6 月 8日（水）

次月公民館 午前 　9：00～　9：15
宿公民館 午前 　9：25～　9：40
送木公民館 午前 　9：50～ 10：05
城町公民館 午前 10：15～ 10：30
南山台東第一集会所 午前 10：40～ 11：00
南山台西第一集会所 午前 11：10～ 11：30
長岡公民館 午後 　1：00～　1：20
板良公民館 午後 　1：40～　2：00
みたけ会館 午後 　2：10～　2：50
願興寺西側駐車場 午後 　3：00～　3：30

6 月 9日（木）

本郷公民館 午前 　9：00～　9：30
新町公民館 午前 9：45～ 10：15
野崎公民館 午前 10：30～ 11：00
あっと訪夢 午前 11：15～ 12：00
伏見にこにこ館（児童館） 午後 　1：30～  2：00
伏見公民館 午後 　2：15～  3：30

6 月 10日（金）

昭和町公民館 午前 　9：00～　9：15
老人憩いの家 午前 　9：30～ 10：30
大庭台第一集会所 午前 10：45～ 11：15
古屋敷公民館 午前 11：30～ 12：00
西田第一集会所 午後 　1：30～　2：15
長瀬上集会所 午後 　2：30～　3：00
保健センター 午後 　3：15～　4：00

6 月 13日（月）

井尻クラブ 午前 　9：00～　9：25
谷 御嵩工業 午前 　9：35～　9：45
つなぎセンター 午前 　9：55～ 10：20
大久後公民館 午前 10：35～ 10：45
大久後 三浦様宅前 午前 10：55～ 11：05
小原公民館 午前 11：20～ 11：40
謡坂公民館 午前 11：50～ 12：00
美佐野公民館 午後 　1：30～　1：45
津橋公民館 午後 　2：00～　2：20
前沢公民館 午後 　2：30～　2：40
御嵩公民館 午後 　3：00～　4：00

6 月 14日（火）

顔戸公民館 午前 　9：00～ 10：00
大庭台第三集会所 午前 10：15～ 10：35
中公民館 午前 10：50～ 11：50
里公民館 午後 　1：10～　1：40
洞公民館 午後 　1：55～　2：10
稲荷台公民館 午後 　2：25～　3：00
高倉公民館 午後 　3：10～　3：30
高倉台公民館 午後 　3：45～　4：00
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✿ 保健センターだより ✿
【 6月の行事予定 】

■問い合わせ：保健センター
67-2111　ＦＡＸ 67-2118

★ 予約・申し込みが必要な行事などについては、定員になり次第、受付を終了させていただきます。

★予防接種　 ※不明な点は、保健センターに問い合わせください。

予防接種名 日にち／開催場所／受付時間 対 象 申込方法

4種混合 15日（水）／保健センター
　　　13：45～ 14：15 

◎平成 28年 2月生まれ
◎ 7歳半未満で未接種 申込不要（直接、会場へお出かけください）

3種混合
不活化ポリオ ◎ 接種を希望される人は、保健センターへ問い合わせください。

麻しん風しん
混合 1 期

14日（火）
／アカシクリニック
　　　13：30～ 14：00
＜予約制：定員 20名＞

◎平成 27年 5月生まれ ★     5 月 30 日（月）～ 6 月 3 日（金）
に保健センターへ申し込みください。

 　受付時間：8：30～ 17：15◎ 2歳未満で 1期未接種

日本脳炎
6月 2日（木）・17日（金）・
20 日（ 月 ） ／ 13：45 ～
14：15／保健センター

◎ 平成 22 年 4 月２日～平成
25 年 4 月 1 日生まれで 1期
未接種

申込不要（直接、会場へお出かけください）

水痘
（みずぼうそう）

21日（火）
／たけうちこどもクリニック
　　　14：30～ 14：50

◎ 1歳から 3歳未満で未接種
＜予約制：定員 15名＞

★   6 月 6 日（月）～ 10 日（金）に保
健センターへ申し込みください。

　 受付時間：8：30～ 17：15

BCG 7日（火）／保健センター
　　　13：00～ 13：20 

◎平成 27年 11月生まれで
◎ 1歳未満で未接種 申込不要（直接、会場へお出かけください）

★母子保健
行事名 日にち／受付・開催時間 対 象 開催場所

母子健康手帳の交付 毎週金曜日（祝日を除く）
 　　　13：00～ 16：30 妊婦

保健センター

妊婦歯っぴー教室 29日（水）／ 受付 13：15～ 13：30 妊婦

育児相談 17日（金）／ 受付   9：30 ～ 11：00 0 歳～就学前まで

パクパク相談 7日（火）／ 受付 14：00～ 14：15 平成 27年 11月生まれ

10か月児相談 7日（火）／ 受付   9：15 ～ 9：45 平成 27年 7月生まれ

乳児健診 22日（水）／ 受付 13：15～ 13：30 平成 28年 1月・2月生まれ

3歳児健診 28日（火）／ 受付 13：15～ 13：30 平成 25 年 4 月 2 日～ 5 月 31
日生まれ

★成人保健
行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法など 開催場所

いきいき健康相談 毎週月曜日（祝日を除く）
　　　13：00～ 16：30 町内に在住している人

保健センター
精神保健福祉相談
＜予約制＞

6日（月）
　　　13：30～ 15：30

★ 相談日の午前中までに保健センターへ申し込
みください。　＜定員：3名＞

★成人検診
行事名 日にち／場所／自己負担金 対象 申込方法など

骨粗鬆症予防検診
＜予約制：定員各
日 120名＞

5 月 31 日（火）・6月 1 日（水）
／保健センター /1,000 円

今年度中に 40・45・
50・55・60・65・
70歳になる女性

検診票が届かなかった人で、希望される
人は電話で申し込みください。
★    申込期間：5月 9日（月）～ 13日（金）
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町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

★空き家活用によるみたけ再生の可能性は？住民と学ぶ！
　みたけ地域活性化委員会主催「空き家活用によるみたけ
再生セミナー＆ワークショップ」が 3月 20 日（日）役場
及び御嶽宿周辺で開催されました。
　古民家再生の先進団体である兵庫県篠

ささやま

山市の一般社団法
人ノオトより星

ほし の

野新
しん じ

治理事を講師に招き、現地散策や講演
会、ワークショップを実施しました。当日は町内外約 50
名の参加者により、熱心な議論が展開されました。
　事前散策では御嶽宿の柏屋や旧醤油蔵などの空き家を中
心に活用可能な空き家を調査しました。講師からは中山道
沿いだけでなく、裁判所周辺などにも魅力的な空き家が多
くあると講評を頂きました。
　講演会ではノオトの魅力的な活動事例や、空き家活用の
可能性についてお話を頂きました。素敵な古民家ホテルや
レストランの事例に特に引き付けられました。
　さらにワークショップでは空き家活用について活発な意
見が交わされ、次に繋がる活気ある会となりました。

★子どもたちに素敵なプレゼント！　
　御嵩町商工会青年部のみなさんが 3月 15 日（火）
教育委員会を訪れ、この春に小学校に入学した新一
年生 139人のために、文房具（鉛筆 6本と消しゴム）
をプレゼントしてくださいました。このプレゼント
は毎年おこなわれています。
　各小学校では、入学式の時に一年生に配布し、授
業などで活用しています。
　御嵩町商工会青年部のみなさん、どうもありがと
うございました。

▲  左から髙
た か ぎ

木教育長・矢
や じ ま

島幹
み き や

也さん、井
い ぐ ち

口和
かずひろ

弘さん、

三
みしま

嶋伸
しん や

弥さん（副会長）、知
ち く

久慎
しんいちろう

一郎さん

★「企業との協働による森林づくり」の活動期間を延長
　株式会社岐阜造園は、岐阜県、御嵩町の三社で結んで
いる「企業との協働による森林づくり」協定期間を 3年
間延長し、引き続き町の森林保全にご協力いただくこと
となりました。
　3月 28日（月）には、同社の小

おぐ り

栗勝
かつろう

郎会長らが町長を
訪問し、「御嵩町の里山風景に魅せられてこの場所を選び
ました。これからの 3年間も一生懸命活動していきます」
と意欲を述べられました。
◎株式会社岐阜造園（本社：岐阜市）
１　森の名称　岐阜造園・水

すいど

土保
ほぜ ん

全の森みたけ
２　所 在 地　御嵩町西洞字ヘゴ（町有林）
３　面　　積　14.66ha
４　協定期間　平成 31年 3月 31日まで
　（平成 28年 4月 1日より 3年間延長）
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みんなの心が育ちます
　みたけ幼稚園の朝は、子どもたちの元気なあいさつで始まります。立ち止まり、
相手の顔をしっかりと見て、笑顔いっぱいの大きな声であいさつをかわします。
　もちろん、リーダーは年長組の子どもたち。年中組の子どもたちもまねをして、
学んで、あいさつが大変上手になってきました。
　あいさつだけでなく、泣き出しそうな新入園児の下駄箱の靴そろえ、着替えの手
伝いも、園のお兄さん、お姉さんの活躍の場です。みんなやさしく、声をかけなが
ら助けてあげています。
　あいさつや身の回りのことは、毎日の繰り返し、積み重ねで身についていきます。
また、年長組さんから教えてもらうことで、今度は自分が困っている人を手伝って
あげようという優しい心も育ちます。
　毎日の園生活を通して、子どもたちの心の宝物が増えています。

みたけ
幼稚園

より

★卓球激励会
　「第 43回全国高等学校選抜卓球大会」（3月 25
日から福島県で開催）への出場が決まった山

やまぐち

口
太
た い き

輝さん（南山台東）が、3月 22 日（火）役場
を訪れ、全国大会の出場報告をおこないました。
山口さんは、シングルスの部で 350人の中から個
人優勝し、全国大会に出場します。
　山口さんは「優勝目指して頑張ります」と語り
ました。
　渡

わたなべ

邊町長は、「シングルスで個人優勝するのは
本当にすごいこと。トーナメントなので、最後ま
で試合ができるよう頑張ってください」と激励の
言葉を送りました。

　★地域活動の支援のために・・・
　東濃信用金庫専務理事の田

たまき

牧茂
しげき

樹さんが 3月 15
日 ( 火 )、役場を訪れ、地域社会の活性化を目的
とした「公益財団法人とうしん地域振興協力基金」
からの助成金、30万円分の小切手を渡

わたなべ

邊町長に手
渡されました。
　地域活動を支援するこの助成金は毎年おこなわ
れています。
　今回いただいた助成金は、向陽中学校の教育環
境を充実させるため資料室の一部を改修し、ユニ
バーサルトイレを設置する事業に使用していきま
す。ありがとうございました。

▲   靴をそろえながら、優しく声をか
けてあげるよ

▲  くつ揃え、きれいにできたよ！ ▲  着替えの手伝いをしてもらったよ！
お姉さん、優しいなぁ
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※ 6月上旬の相談日も掲載しています。

5月の相談日

情 報 ガ イ ド

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考
　福祉課 （内線 2122・2120）

障がい者相談   6月   3日（金） 午後 1時～午後 3時 役場北庁舎
2階第 3研修室

相談員による相談です。気軽
にお出かけください。

人権相談   6 月  1 日（水） 午後 1時～午後 4時 役場北庁舎 2階
第 2･3 研修室

　住民環境課（内線：2103）

消費者相談

月曜～金曜日
（祝日を除く）

午前 8時 30分～
午後 5時 15分

役場本庁舎
1階相談室

住民環境課ふれあい住民係
で受付をしてください。

※第 4火曜日　午後 1時 30分～ 3時 30分は消費生活相談員が相談を受け付けます。

行政相談 　  5 月 24 日（火） 午後 1時 30分～
午後 3時 30分

役場北庁舎
2階第 3研修室

法律相談（弁護士）  5 月 27 日（金） 午後 3時～午後 7時 役場北庁舎
2階教育会議室

  要予約※事前に予約してく
ださい。定員になり次第締
め切り（定員 8名）

　オアシス教室（☎ 67-7380）
教育相談
 （不登校・いじめなど）

月曜～金曜日
（祝日を除く） 午前 9時～午後 5時 オアシス教室

（中公民館内）

臨床心理士による
カウンセリング 

毎週火曜日
（祝日を除く）

午前 9時～午後 5時 中公民館
1階相談室

  予約制
 対象：小中学生および保護者
 申込先：
 各小中学校・オアシス教室

ひとりで悩まないで！　まずはお電話ください
　家庭や仕事、DV、人間関係など、生き方に関する悩みを
電話でお聞きします。相談は無料で、秘密は固く守られます。
岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口
　「電話相談」専用ダイヤル：058-278-0858
　● 相談日：日曜～木曜日・第 1・3土曜日（祝日、年末年始を除く）
　● 時間：午前 9時～正午／午後 1時～午後 5時
※ 電話相談には、男女共同参画専門相談員が応対します。

虐待かも？　と思ったら1
いちはやく

89番へ
　子どもたちや子育てに悩む保護者
のSOSの声をいちはやくキャッチ！
児童相談所全国共通ダイヤル：☎１８９

　● お近くの児童相談所へ
　　つながります。
　● 通話料がかかります。

◆
多
重
債
務
無
料
相
談
会

〜
返
し
き
れ
な
い
借
金
に

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ
〜

　

県
で
は
、毎
月
、「
多
重
債
務
無
料
相
談
会
」

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。『
返
し
き
れ
な
い

借
金
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る
』『
利
息
を

払
い
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
悩
ん

で
い
る
人
は
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
：
5
月
20
日
（
金
）

　

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

● 

場
所
：
東
濃
西
部
総
合
庁
舎

　

 （
多
治
見
市
上
野
町
5
‐
66
‐
１ 

）

●
相
談
料
：
無
料

● 

相
談
員
：
弁
護
士

● 

相
談
方
法
：
面
接
相
談
（
30
分
、
事
前
予

約
制
）

　

※ 

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
5
月
19
日

（
木
）
ま
で
随
時
受
付
。

■  

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
県
民
生
活
相

談
セ
ン
タ
ー　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
７
‐

１
０
０
３

◆ 

毎
年
６
月
１
日
は

　

            「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

　

岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
お
よ
び
美

濃
加
茂
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
全
国

一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

い
じ
め
、
体
罰
、
差
別
問
題
、
家
庭
内
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
、
人

権
に
関
す
る
困
り
ご
と
は
、
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
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✿  リサイクルステーション
＜ 生活学校 ＞

  5 月の開催日：  1 日（日） 
  6 月の開催日：  5 日（日） 
時間：午前 9時～午前 11時
場所：役場 駐車場

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日

（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9時～午後 5時
場所：あゆみ館（新木野）

✿   分別収集
　※ 収集時間については、朝方の 1時間

程度です（例：午前 7時～午前 8時）。
各自治会・アパートによって収集時
間が違いますので、それぞれの役員
または分別指導員にお尋ねください。

● 

開
設
日
時
：
6
月
1
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

● 
開
設
場
所
：
役
場
北
庁
舎
２
階

　

第
2
・
第
3
研
修
室

●
相
談
員
：
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

担
当
：
生い

こ
ま駒

（
内
線 

２
１
２
２
）

く
ら
し

★
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

納
期
限
は
5
月
31
日
（
火
）
で
す
。

○
軽
自
動
車
税 

○
国
民
健
康
保
険
税 

2
期
分

○
介
護
保
険
料 

5
月
分

○
上
下
水
道
使
用
料 

4
月
分

（
口
座
振
替
日　

5
月
25
日
）

○
保
育
料 

5
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃 

5
月
分

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷
御　嵩

　5月 18日（水）
　6月 22日（水）

中 　5月 20日（金）
　6月 24日（金）

伏　見 　5月 17日（火）
　6月 21日（火）

収集地区 分別収集日
上之郷
御　嵩

　5月　 1日（日）
　6月　 5日（日）

中
伏　見

　5月 15日（日）
　6月 19日（日）

ご み 収 集
✿   不燃ごみ（金物類・ガラス類）
✿   粗大ごみ（可燃・不燃）

収集地区 プラスチック製
容器包装収集日

上之郷
御　嵩

5月 3日（火）
　5月 17日（火）
　6月 7日（火）
　6月 21日（火）

中
伏　見

　5月 5日（木）
　5月 19日（木）
　6月 2日（木）
　6月 16日（木）

情 報 ガ イ ド

◆
資
源
回
収

【
上
之
郷
小
・
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収
】

●
日
程
：
5
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

※ 

予
備
日
：
5
月
22
日
（
日
）

【
伏
見
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収
／

　
　
　
　
　
　

 

向
陽
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収
】

●
日
程
：
5
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

※ 

予
備
日
：
5
月
22
日
（
日
）

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

5
月
の
祝
日
な
ど
に
、
可
児
地
区
で
診
療

可
能
な
歯
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

5
月
3
日
（
火
）
：
菱
川
歯
科
医
院

　

可
児
市
今
渡　

☎ 

６
２
‐
６
５
５
３

5
月
4
日
（
水
）
：
ホ
ワ
イ
ト
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

可
児
市
下
恵
土　

☎ 

６
１
‐
２
２
６
６

5
月
5
日
（
木
）
：
う
か
い
歯
科

　

可
児
市
菅
刈　

☎ 

６
６
‐
０
３
７
８

※ 

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
神か

ん
だ田
（
内
線 
２
１
９
２
）

◆
献
血

　

献
血
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

【
ラ
ス
パ
御
嵩
店
】

●
日
時
：
5
月
24
日
（
火
）

　

 

午
前
10
時
〜
正
午
／
午
後
1
時
30
分
〜
午

後
4
時

■ 

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
榊さ

か
き
ば
ら原（

内
線 

２
１
９
２
）

お
知
ら
せ

◆
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
、
オ
ー
プ
ン
！

● 

開
放
期
間
：
5
月
20
日
（
金
）
〜

9
月
30
日
（
金
）

　

※ 

夜
間
の
部
：
7
月
1
日
（
金
）
〜

8
月
31
日
（
水
）

●
開
放
時
間
：

　

◎
午
前
の
部 

… 

午
前
9
時
〜
正
午

　

◎
午
後
の
部 

… 

午
後
1
時
〜

午
後
4
時
30
分

　

◎
夜
間
の
部 

… 

午
後
6
時
〜
午
後
9
時

● 

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、
第
3
日
曜
日
の

夜
間
の
部

● 

利
用
料
金
：
小
・
中
学
生 

50
円
／
高
校

生
以
上 

１
０
０
円
／
幼
児 

無
料

※ 

プ
ー
ル
の
ご
利
用
に
は
、
水
泳
帽ぼ

う
し子

が
必

要
で
す
。

※ 

夜
間
、中
学
生
以
下
の
入
場
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
（
高
校
生
以
上
）
が
必
ず
一
緒
に

水
着
を
着
用
の
う
え
、
つ
き
添
い
が
必
要

で
す
。

※ 

幼
児
の
保
護
者
は
水
着
を
着
用
の
う
え
、

つ
き
添
い
と
し
て
一
緒
に
プ
ー
ル
へ
お
入

り
く
だ
さ
い
（
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
の
見
学

は
不
可
）。

※ 

お
む
つ
の
取
れ
て
い
な
い
幼
児
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。（
水
遊
び
用
の
紙
お

む
つ
不
可
）

■ 

問
い
合
わ
せ
：
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
小こ

い
け池　

☎ 

６
７
‐
５
１
９
６
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催
　
し

◆
少
年
の
主
張
大
会
・
町
民
大
会

　

教
育
委
員
会
で
は
、
少
年
の
主
張
大
会
と

町
民
大
会
を
同
時
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時
：
６
月
18
日
（
土
）

　

午
前
9
時
45
分
〜
午
前
11
時
45
分

● 

場
所
：
中
公
民
館
３
階
ホ
ー
ル

● 

発
表
者
：
町
内
小
中
学
校
代
表
各
２
名

　

東
濃
高
校
・
東
濃
実
業
高
校
各
１
名

　

可
茂
特
別
支
援
学
校
町
内
在
住
学
生

● 

内
容
：
少
年
の
主
張
大
会
お
よ
び
、
お
Ｓ

Ｕ
Ｎ
歩
１
０
０
日
・
３
０
０
日
達
成
者
の

表
彰

■ 

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

担
当
：
高た

か
は
し橋

（
内
線
２
２
６
７
）

講
　
座

◆
竹
屋
資
料
館
講
座

　
「
伊
勢
型
紙
で
団う
ち
わ扇

を
作
ろ
う
」

● 

日
程
：
2
回
連
続
講
座

　

 

①
5
月
29
日
（
日
）
／
②
7
月
3
日
（
日
）

● 

時
間
：
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

 

● 

対
象
：
高
校
生
以
上

 

● 

場
所
：
中
山
道
み
た
け
館　

陶
芸
教
室

● 

定
員
：
10
名（
２
回
と
も
参
加
で
き
る
人
）

●
材
料
費
：
１
、
4
０
０
円

● 

内
容
：
伊
勢
型
紙
で
夏
ら
し
い
模
様
を
切

◇ 有料広告を募集しています ◇　　申込方法などの詳細は、町ホームページをご覧ください。
　①広報紙「ほっとみたけ」　　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　　③ふれあいバス

※財源確保などのために、有料広告を掲載しています。内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先にお尋ねください。

り
抜
き
、
う
ち
わ
を
作
り
ま
す
。

● 

申
込
方
法
：
竹
屋
資
料
館
に
電
話
ま
た
は

直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
講
師
：
奥お

く
む
ら村
喜き

く

え
久
枝
さ
ん

● 

申
込
期
限
：
5
月
22
日
（
日
）（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

■   

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
竹
屋
資
料
館

　

担
当
：
棚た

な
せ瀬　

☎ 

６
７
‐
５
７
０
４

◆
わ
く
わ
く
体
験
館　

ガ
ラ
ス
工
芸
講
座

　

1
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
基
礎
講
座
Ⅱ

　

 　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
技
法
で
、
万
華
鏡

を
作
り
ま
す
。

●
開
催
日
：
4
回
コ
ー
ス

　
●
時
間
：
①
③
午
前
9
時
〜
正
午

　
　
　
　

②
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

●
定
員
：
8
名
（
抽
選
）

●
受
講
料
：
4
回
分
、
材
料
費
・
税
込
み

　

１
1
、
5
０
０
円

●
対
象
：
一
般
成
人

【
2
ト
ン
ボ
玉
基
礎
講
座
Ⅰ
】

　

花
模
様
の
ト
ン
ボ
玉
を
制
作
す
る
た
め
の

広　

告

情 報 ガ イ ド

①  
木
曜
午
前

　

コ
ー
ス

6/9 

・ 

6/16 

・ 

6/23 

・ 

6/30

②
金
曜
午
後

　

コ
ー
ス

6/10
・ 

6/17 

・ 

6/24 

・ 

7/1

③   

土
曜
午
前

　

コ
ー
ス

6/11 
・ 

6/18
・ 

6/25
・ 

7/2
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情 報 ガ イ ド

な
ス
テ
ー
ジ
を
や
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の
ア

イ
デ
ア
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
み
た
け
の
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
。
※
詳
し
く
は
６
月
号
の
ほ
っ
と

み
た
け
で
紹
介
し
ま
す
。

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
商
工
会

☎ 

６
７
‐
１
１
８
１
／
ま
ち
づ
く
り
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
係　

担
当
：
佐さ

ば
し橋

（
内

線 

２
２
３
５
）

◆ 

御
嵩
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員

　

町
で
は
、「
御
嵩
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
の
進
捗
状
況
な
ど
を
審
議
す

る
た
め
の
、
御
嵩
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
幅
広
い
意
見
を
お
聞

き
す
る
た
め
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

● 

委
員
の
要
件
：
①
町
内
に
在
住
す
る
人

　

 

② 

満
20
歳
以
上
で
、
小
学
6
年
生
く
ら
い

ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者

　

③
子
ど
も
、
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
人　

　

④ 

任
期
中
に
2
〜
3
回
程
度
、
平
日
な
ど

の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

● 

任
期
：
委
嘱
の
日
か
ら
2
年
間

● 

募
集
人
員
：
若
干
名
（
選
考
の
う
え
、
委

員
を
決
定
し
ま
す
）

● 

申
込
方
法
：
直
接
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル

● 

提
出
様
式
：
Ａ
４
サ
イ
ズ
任
意
様
式
に
、

①
住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
③
生

年
月
日
、
④
電
話
番
号
、
⑤
応
募
動
機

と
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
の
思
い
な
ど

４
０
０
字
程
度
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

広　

告

●
申
込
期
限
：
5
月
20
日
（
金
）
ま
で

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
児
童
福

祉
係　

担
当
：
小お

ぐ
ら倉

（
内
線 

２
１
１
２
）

　

 

Ｅ
メ
ー
ル
：h

u
k
u
s
i@
to
w
n
.

m
itake.lg.jp

基
本
技
術
が
習
得
で
き
ま
す
。

●
開
催
日
：
4
回
コ
ー
ス

●
時
間
：
午
前
9
時
〜
正
午

●
定
員
：
①
8
名
（
抽
選
）
②
４
名
（
抽
選
）

●
受
講
料
：
4
回
分
、
材
料
費
・
税
込
み

　

１
０
、０
０
０
円

●
対
象
：
一
般
成
人

【
1
、
2
共
通
】

●  

場
所
：
わ
く
わ
く
体
験
館

　
（
可
児
市
塩
河
１
０
７
１
‐
４
）

● 

申
込
方
法
：
わ
く
わ
く
体
験
館
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
：
6
月
3
日
（
金
）

■ 

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
わ
く
わ
く
体
験

館　

☎ 

６
５
‐
１
５
１
５

募
　
集

◆ 

「
よ
っ
て
り
ゃ
あ
、
み
た
け

　
　

〜
夢
い
ろ
街
道
宿
場
ま
つ
り
〜
」

　
　
　
　
　

 

ス
テ
ー
ジ
発
表
者
募
集
!

　

今
年
も
〝
よ
っ
て
り
ゃ
あ
、
み
た
け
〞
を

8
月
6
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
！

　

そ
こ
で
、
ま
つ
り
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て

く
だ
さ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
者
を
募
集
し
ま

す
。
性
別
・
年
齢
・
職
業
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

ダ
ン
ス
・
コ
ン
ト
・
演
奏
な
ど
、「
こ
ん

①  
水
曜
午
前

　

コ
ー
ス

6/8 

・ 

6/15 

・ 

6/22 

・ 

6/29

③   

日
曜
日　

コ
ー
ス

6/12 

・ 

6/19
・ 

6/26
・ 

7/3
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情 報 ガ イ ド

★ 主なイベント
　○マスのつかみ取り
　○お楽しみ！抽選会
　○スタンプラリー　など

●主催：みたけの森まつり実行委員会

■ 問い合わせ：農林課森づくり係　担当：佐
さ さ き

々木（内線 2237）
毎年、大好評！

「マスのつかみ取り」

ミニSLにも無料で
乗車できますよ！

第 33 回

みたけの森ささゆりまつり
6 月 5 日（日）　　※小雨決行、雨天中止

午前9時～午後2時30分
●会場：みたけの森
●臨時駐車場：御嵩小学校グラウンド
　　※御嵩小学校グラウンドと名鉄御嵩駅から、
　　　往復臨時シャトルバスを運行します !!

　　　　　◆歴史の道「中
なかせんどう

山道」を散策してみませんか…

　江戸時代、現在の御嵩町には、江戸と京都の間
を結ぶ主要街道「中山道」が通っていました。こ
の「中山道」は「東海道」と並んで、人や物資のほか、
情報や文化が往来する大変貴重な交通網でした。
そして、町内にあった「御

みたけじゅく

嶽宿」と「伏
ふしみじゅく

見宿」は、
とてもにぎわいのある宿場であったと想像できま
す。
　御嵩町では、貴重な歴史的財産である「中山道」
を保存 ･継承していくため、平成 9年度から整備
をおこなってきました。そして平成 18年からは、
毎年中山道散策をしています。
　今年も開催しますので、ぜひご参加ください！

　歴史の道       

「中山道」を歩こう！
●日時：5 月 21日（土）
　午前 8時 30分～午後 4時（予定）
●集合時間：午前 8時 30分
●集合場所：御嶽宿さんさん広場
　※駐車場は中山道みたけ館をご利用ください。
●定員：15 名
●参加料：100 円（傷害保険代）
● 内容：落合宿（中津川市）～馬籠宿（中津川市）
までの約 5㎞を歩きます。

　※ウォーキング区間以外はバスで移動します。
●持ち物：昼食、飲み物、雨具など
●申込方法：中山道みたけ館へ直接または電話
でお申込みください。
●申込期間：5 月 10日（火）～ 15日 ( 日）
　※先着順。定員になり次第締め切り。
■ 申込先／問い合わせ：中山道みたけ館　担当：
田
たなか

中　☎ 67-7500
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情 報 ガ イ ド

「いきいき健康まつり」・「こどもまつり」開催！
　「福祉まつり」も同時開催！
　　　　　　※雨天の場合は内容が変更になる場合があります。

■問い合わせ：【健康まつり】　　保健センター　担当：篭
かごはし

橋（内線 2191）
　　　　　　　【こどもまつり】　みたけスポーツ文化倶楽部（☎ 50-7846）
　　　　　　　【福祉まつり】　　社会福祉協議会（☎ 67-6710）

日時：5月 22日（日）午前 10時～午後 2時 30分
場所：御嵩町保健センター、北庁舎 2・3階、役場駐車場、希らり館
駐車場：御嵩小学校グラウンド

＜いきいき健康まつり 内容＞ 午前 10時～午後 2時 30分
                               楽しく健康について考えるイベントです。
受付：保健センター玄関前
☆血糖値検査、健康相談
☆健康機器体験ブース／骨量測定、血管年齢チェックなど
☆歯科検診、歯みがき指導、子どものフッ素塗布
☆野菜クラッカーの試食
☆スタンプラリーで菓子パンをもらおう！（先着 500個限定）
※ 保健センター玄関前の受付で「スタンプラリー台紙」と「配置図」「健
　康チェック表」をもらい、各会場をお回りください。
　スタンプラリーが終了したら保健センターで菓子パンがもらえます。
　お帰りの際に、健康チェック表でガラポン抽選会にも参加できます。

＜こどもまつり 内容＞ 午前 10時～午後 2時 30分
　　楽しいイベントがいっぱいです。午後 2時からはお楽しみ抽選会もあるよ！
受付：北庁舎入口
★模擬店コーナー（50円～）
★ピーカ！ブーさんの人形劇／バルーンアート／人間しゃぼん玉
★缶バッチ作り、牛乳パックとんぼ、紙てっぽう
★ゲームコーナー (ホールインワンゲーム／ボールダーツ )など
※ 受付で「こどもまつり参加カード」をもらい、遊びのコーナーをお回り
　ください。
　こどもまつりバス
　行き　①上之郷公民館　午前 9時 15分発　
　　　　②伏見公民館   　午前 9時 15分発

　帰り　役場発　午後 2時 45分　　①上之郷公民館行き
　　　　　　　　　　　　　　　　　②伏見公民館行き

＜福祉まつり 内容＞ 午前 10時～午後 2時 30分
　　　　　　　体験を通して、福祉についてふれてみよう。
☆お菓子すくい　　　　
☆介護体験：車いす体験／電動カートの試乗／介護食の試食
☆介護用品の展示、介護相談
☆防災コーナー（非常食の試食・新聞紙スリッパつくり）など

み
な
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▲  昨年のこどもまつりのようす

▲  昨年の健康まつりのようす

▲  昨年の福祉まつりのようす

役場行き
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5 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3火曜日》

《毎月最終金曜日》
  2 日（月）、 9 日（月）、 16 日（月）、
17日（火）、23日（月）、27日（金）、
30日（月）
※ゴールデンウィーク期間 5月 3日
（火）～ 5日（木）は開館します。

◆ おとなのシネマシアター
　「蝉しぐれ」
●日時：5 月 22日（日）
　午後 2時～午後 4時 15分
●場所：1 階 研修室

◆ わくわくたいむ（読み聞かせ）
　 絵本や紙芝居の読み聞かせです。
● 日時：5 月 7日（土）・14日（土）
　・28日（土）
　午後 2時～午後 2時 30分
●場所：おはなしのへや

◆ えほんのひろば
　（0歳～ 3歳児向け）
● 日時：5 月 10日（火）・24日（火）
　 午前 10時 30分～午前 11時
●場所：おはなしのへや

◆ 郷土館　資料紹介展
　「商家竹屋　調度品展」
● 期間：5 月 26日（木）まで
● 場所：2 階 特別展示室

◆ 竹屋資料館　ミニ展示
　「端午の節句展」
● 期間：5 月 5日（木・祝）まで
●場所：商家竹屋　主屋

◆ 中山道みたけ館ミニ展示
　「 暮らしの手仕事―刺しゅう」展
●  期間：5月10日（火）～26日（木）
● 場所：1 階 エントランスホール

　「 ISO夏エコ」展
●  期間：5月28日（土）～6月19日（日）
● 場所：1 階 エントランスホール

◆ キッズシアター
　「トムとジェリー　9」
●日時：5 月 21日（土）
　午後 2時～午後 2時 55分
●場所：1 階 研修室

◆ 竹屋資料館　ミニ展示
　「伊勢型紙展」
● 日時：5 月 15日（日）～ 29日（日）
●場所：商家竹屋　主屋
● 協力：中公民館伊勢型紙同好会

◆ 竹屋資料館　呈茶の日
● 日時：6 月 5日（日）
　午前 11時～午後 2時
●場所：商家竹屋　奥座敷
● 協力：御嵩町茶華道連盟
●年齢：どなたでも
●定員：30 名
●協力金：一服 300円
●お問い合わせ：竹屋資料館
　担当：棚

たなせ

瀬
※商家竹屋でお茶券を前売り販売します。

★ ★　5月の予定　★ ★

開
館
時
間

火～金：午前10時～午後6時
：午前 9時～午後5時土・日

祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

◆ホームページアドレス：
  http://www.town.mitake.gifu.jp/

中山道みたけ館 ☎（0574）67-7500
竹屋資料館 ☎（0574）67-5704

中 山 道
み た け 館
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＜伏見児童館＞（伏見にこにこ館内）
7 日（土）母の日のプレゼント作り
　　　　　「フラワーバスケット」　　 午後 1 時 30 分～

11日（水）ひよこタイム（小麦粉ねんど）
　　　　　　　　　　　　　　   　　午前 10 時 30 分～
14 日（土）わりばしてっぽう作り
                                               　　午後 1時 30 分～
25 日（水）ひよこタイム（春見つけ散歩）
　　　　　　　　　　　　　　  　　 午前 10 時 30 分～
28 日（土）みんなであそぼう            
　　　　　「新聞紙あそび」          　　午後 1時 30 分～
休館日：5 月 20日（金）・21日（土）・23日（月）

あな
たの

子育
てのお

手伝いをします
子育て支援センター

申

参

申

参… 申込必要 … 参加費必要

休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始
         開館時間：午前 9時～午後 5時
　　　☎ 67-5221　御嵩町顔戸 1176 番地 2
☆ぽっぽかんは・・・
　主に就園前のお子さんとその保護者を対象に、行事
や教室を通して子育てのお手伝いをします。
　育児相談も受け付けています。

★“親子教室”のご案内（随時会員受付中！）　
　平成28 年度の親子教室の申し込み受付中。ぽっぽか
んへお申込みください。※町内在籍親子対象
　　

★“せいさく広場”親子で一緒に簡単な工作を楽しもう
　工作の内容「おさんぽしんかんせん」
　① 5月 10日（火）午前　② 5月 10日（火）午後
　③ 5月 17日（火）午前　④ 5月 17日（火）午後
　午前の部：午前 10時 30分～午前 11時
　午後の部：午後   1 時 30 分～午後   2 時
　 ①～④の都合の良い日程で参加して下さい。

★“おおきくなーれ”
　身長・体重の計測です。成長の記録にご利用ください。
◆日時：5 月 19日（木）・20日（金）
　午前 9時 30分～午前 11時 20分
　★“誕生日会”　5 月生まれのみなさん、集合しよう！
　月に一度、その月の誕生児をみんなでお祝いします。
　お子さんの誕生月に是非ご参加ください。
　◆日時：5 月 31日（火）　
　　午前 11時 30分～（受付は 11時まで）

★“みみちゃんタイム”（絵本の読み聞かせ）
　支援室では毎日絵本の読み聞かせをしています。
　◆時間：午前 11時 30分～
　※ 絵本も毎日貸出中 !!　職員に声をおかけください。

★“あそびの広場”
　　平成 28年度のあそびの広場の申し込み受付中！
　参加する保育園を決めて、各保育園かぽっぽかんへ
　お申込みください。　＜ 5 月の予定＞
　上之郷保育園 26 日（木）／御嵩保育園 19日（木）
　 中保育園 　  11 日（水）／伏見保育園 12日（木）

★“出前保育”をおこないます！
　みんなで遊んで楽しみながら、交流を深めましょう。
　◆日時：6 月 2日（木）午前 10時～午前 11時 30分
　◆ 場所：上之郷保育園内子育てサロン（持ち物：水筒）

    指定管理者：一般社団法人みたけスポーツ文化倶楽部
　中児童館    ☎ 67-0400　　御嵩町中 1960-3
　伏見児童館 ☎ 67-3625   　御嵩町伏見 1311-1
   休館日：日曜日、祝日、年末年始
   開館時間：午前 9時～午後 5時

★★ 5 月の予定★★

ぽっぽぽっぽかん

申

参

申

参

 みん
なの笑顔が集う場所

＜中児童館＞
7 日（土）母の日のプレゼント作り
　　　　　　「おしゃれハンガー」 午後 1 時 30 分～

12日（木）ひよこタイム（春見つけ散歩）
　　　　　　　　　　　　　　　　午前 10 時 30 分～

14日（土）作って遊ぼう
                 「カサ袋ロケット作り」    午後 1 時 30 分～

26日（木）ひよこタイム（リズム・手指あそび）
　　　　　　　　　　　　　　　　午前 10 時 30 分～

28 日（土）みんなで遊ぼう               午後 1 時 30 分～
　　　　　　「グラウンドゴルフをしよう」
休館日：5 月 20日（金）・21日（土）・23日（月）

小

参

… 小学生以上

館童児

申

参

小

参

小

参

小

参

申

参
申

参

＜中・伏見児童館合同行事＞
第 20回みたけ町こどもまつり　5 月 22 日（日）　
（健康まつり・福祉まつり同時開催）
　時間：午前 10時～午後 2時 30分
　場所：御嵩町役場北庁舎　駐車場
　※ 29ページもご覧ください。

申

参

申

参

申

参

申

参 小

参

申

参

小

参

小

参

◎りんごコース
　平成 25年 4月 2日～
　26年 4月 1日生まれ
◎ 5月 13日：散歩
◎ 5月 27日：人形劇
◎ 6月 10日：栄養士の話
◎ 6月 24日：七夕制作

◎さくらんぼコース
　平成 26年 4月 2日～
　27年 4月 1日生まれ
◎ 5月 16日：散歩
◎ 5月 30日：保健師の話
◎ 6月 13日：人形劇
◎ 6月 27日：七夕制作
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＜ 平成 28年 3月受付分（敬称略）＞お悔やみ
　申し上げます お誕生

　　おめでとう

出生児名 自治会名 保護者名

士
し の

野　 薫
かおる

（高 倉 台）貴 雅
鮎 美

藤
ふ じ た

田実
み そ ら

奏良（井 尻）英 治
智 子

清
し み ず

水 茜
あ か り

里（西 田）良 治
理 恵

箕
みのうら

浦 大
た い が

芽 （古 屋 敷）好 二
夏 子

田
た な か

中 大
だ い き

稀（ 栢 森 ）春 好
理 恵

角
つ の だ

田 栞
か ん な

那 （ 西之門）宏 征
明 里

角
つ の だ

田 怜
れ い な

那 （ 西之門）宏 征
明 里

加
か と う

藤 充
み つ き

稀 （ 東 町 ） 群
陽 子

鍵
か ぎ や

谷 悠
は る ま

馬 （ 伏見台）英 佑
さやか

池
いけだ

田佳
か な と

凪斗 （ 古屋敷）将 人
珠 妃

秋
あきやま

山悠
ゆ い と

依斗（顔 戸 南）俊 博
直 美

尾
おぜき

関はるの（高 倉）康 太
恵 里

岩
い わ い

井 唯
ゆ い と

遂（共 和 台） 優
優 香

　  人の動き（2016.4.1 現在）
　                （ ）は前月比
　　 人口　18,718 人（－ 23）
　　　 男　 9,322 人（－ 3）
　　　 女　 9,396 人（－ 20）
　　 世帯 7,160 世帯（＋ 27）
　　出生   16 人    死亡   32 人
　　転入 107人    転出 114 人

戸籍の窓から
　死亡者名         死亡年齢       自治会名              喪主名
山田美枝子  79 歳（美 佐 野）山田良三
田中正德  80 歳（十日市場）田中　忍
若 尾 正 夫  89 歳（古 屋 敷）若尾郁男
近藤美知枝  87 歳（西 田）近藤一哉
伊佐治きく江  93 歳（津 橋）伊佐治義春
梅田　静  82 歳（高 倉 台）梅田一明
平井　智  85 歳（愛 宕 町）平井克政
小栗利道  88 歳（津 橋）小栗嘉尚
安藤頼母  88 歳（上 町）安藤健二
橋本澄夫  89 歳（新 町）橋本英夫
小栗ふみ  87 歳（ 里 ）小栗建夫
藤田米子  99 歳（西 之 門）藤田　一
亀井英美  51 歳（伏 見 台）亀井椋平
田上マツ子  86 歳（北 切）田上和美
岩井善盛  83 歳（井 尻）岩井真一
横井雅行  46 歳（南山台東）横井鐐司
山本隆由  90 歳（西 田）山本隆晴
榊原はつ子  92 歳（昭 和 町）榊原賢一
平井茂子  72 歳（小 原）平 井  博

　この欄は、町に戸籍の届出をされ、掲載を希望された
人のお名前を紹介しています。

ご結婚
　　おめでとう

（
婚姻者名　　　 自治会名

可兒　誠 （城 町）
新村美智恵 （兵 庫 県）
和田　純 （津 橋）
神矢麻衣 （南 山）

大橋　央 （長 瀬）

嵯峨　梓 （西 之 門）
金川公洋 （若宮町 1）
松永真奈 （尼 ケ 池）

☆★☆★☆★ 乳幼児期家庭教育学級だより ☆★☆★☆★
　教育委員会では、乳幼児の保護者のみなさんを対象に、子育ての学習と仲間作りを目的とした『乳幼児期家庭
教育学級』を設置しています。今月は次の講座を各地区でおこないます。ぜひご参加ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～5月の講座 ～

■ 問い合わせ：住民環境課ふれあい住民係
　掛

かけふ

布（内線 2105）

学級名 開催日 時 間 場 所 講座の内容
上之郷・御嵩学級 24日（火） 午前 10時

〜
午前 11時 30分

上之郷公民館 　楽しく食べる力を育てよう

中学級 17日（火） 中公民館 　親子で一緒に感覚遊びをしよう

伏見学級 26日（木） 伏見公民館 　リサイクルバザーとお楽しみサロン
0歳児学級
(H27 後期 ) 18 日（水） 午前 10時

〜
午前 11時 30分

保健センター 　音楽でリフレッシュしよう！

0歳児学級
(H28 前期 ) 25 日（水） 保健センター

　開級式
　「みんな一緒に子育てスタート！」

※  対象者 …　H27後期組：平成 27年　4月～ 27年 9月生まれ
　　　　　　  H28 前期組：平成 27年 10月～ 28年 3月生まれ
　家庭教育学級の申し込みは随時受け付けています。入級を希望される人は、お問い合わせください。
■申込先／問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：渡

わたべ

部（内線 2267） E メール :katei@town.mitake.lg.jp

（

（
（
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よ
う
な
も
の
で
す
。
し
か

し
、
民
間
と
い
え
ど
高
収
入
は
得
ら
れ
な

い
の
が
保
育
士
の
世
界
で
、
こ
れ
は
、
介

護
現
場
で
働
く
人
た
ち
に
も
通つ

う
て
い底
し
た
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民
間
保
育
園
で
働

く
保
育
士
の
初
任
給
は
、
地
方
公
務
員
に

準
じ
設
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、

決
定
的
違
い
は
、
定
年
ま
で
勤
め
あ
げ
ら

れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い

難
く
、
そ
れ
が
、
保
育
士
と
い
う
職
業
の

魅
力
を
欠
か
せ
て
い
ま
す
。
私
は
、
給
与

体
系
の
複
数
化
を
条
件
に
、
公
務
員
保
育

士
を
増
や
し
て
も
よ
い
と
考
え
て
は
い
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
は
町
の
経
営
上
の
問
題

で
、「
保
育
園
落
ち
た
…
」
の
答
え
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
こ
の
稿
で
大
都
会
、

特
に
東
京
に
対
し
て
何
回
か
素
朴
な
疑
問

を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
個
人
、

企
業
に
対
し
て
も
し
か
り
で
す
。

「
本
当
に
東
京
じ
ゃ
な
き
ゃ
ダ
メ
な
ん
で

す
か
？
」

「
御
嵩
町
。
ま
だ
少
し
な
ら
保
育
園
入
れ

ま
す
」

　
　
　
　
　

 

（
御
嵩
町
長　

渡
邊
公
夫
）

4
月
11
日
執
筆

※ 

①
市
町
村
が
設
立
し
市
町
村
が
運
営
す
る

※ 

②
市
町
村
が
設
立
し
民
間
法
人
が
運
営
す
る

※ 

③
民
間
法
人
が
設
立
し
民
間
法
人
が
運
営

す
る

つ
丁て

い
ね
い寧

に
議
論
し
、
解
決
し
て
い
か
な
い

と
少
子
化
自
体
を
今
以
上
に
助
長
し
か
ね

な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
行
政
の
仕
組
み
の
問
題
と
し
て

は
、
公
営
と
民
営
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

都
市
部
で
自
治
体
の
反
応
が
鈍
い
の
に
も

理
由
が
あ
り
ま
す
。
小
泉
政
権
以
降
、
民

主
党
政
権
時
代
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
が

官
か
ら
民
へ
と
シ
フ
ト
さ
れ
ま
し
た
。
保

育
所
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
御
嵩
町

で
も
御
嵩
保
育
園
を
民
営
化
し
ま
し
た
。

民
営
化
し
て
も
保
育
の
質
は
落
ち
な
い
と

の
確
信
を
得
た
か
ら
決
断
で
き
た
の
で
す

が
、
民
営
化
に
至
る
議
論
が
始
ま
っ
た
理

由
は
、
や
は
り
財
源
で
す
。

　

公
設
公
営
※
①
や
公
設
民
営
※
②
の
保
育

園
の
施
設
整
備
に
は
国
の
補
助
制
度
は
利

用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り

に
民
設
民
営
※
③
の
保
育
園
整
備
に
は
制

度
の
利
用
は
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
運
営
費
も
民
営
化
保
育
園
に
は
町
負

担
分
の
補
助
金
の
上
乗
せ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
理
由
で
財
政
上
民
営
化
し
た
ほ

う
が
有
利
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
高
齢
者
福

祉
施
設
の
仕
組
み
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
現

在
御
嵩
町
の
保
育
園
運
営
は
、
毎
年
一
億

円
程
の
持
ち
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
近
隣

自
治
体
の
保
育
料
は
、
ほ
ぼ
同
料
金
で
す

の
で
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
持
ち
出
し
を

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
私
は
、
町
営

保
育
園
の
保
育
士
さ
ん
た
ち
に
人
気
が
あ

り
ま
せ
ん
。
私
が
彼
女
た
ち
の
要
望
に
応

　

久
々
の
広
い
範
囲
か
ら
テ
ー
マ
を
選
択

す
る
町
長
月
記
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
新

鮮
な
気
持
ち
で
筆
を
手
に
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
最
短
で
も
一
カ
月
以

上
の
時
間
差
が
生
じ
ま
す
が
、
そ
の
分
、

分
析
も
深
く
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

保
育
園
落
ち
た
日
本
…

　

た
っ
た
一
人
の
〝
つ
ぶ
や
き
〞
が
瞬
時

に
世
界
を
駆
け
巡
る
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
た
と
え
そ
れ
が
似え

せ非
情
報
で
あ
っ
て

も
、
著
し
く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る

も
の
で
あ
っ
て
も
同
様
で
す
。

　

今
回
の
〝
保
育
園
落
ち
た
〞
も
言
葉
の

選
択
も
今
様
で
一
気
に
拡
散
し
ま
し
た
。

現
代
の
政
治
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
に
素

早
く
反
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特

に
数
か
月
後
に
選
挙
を
控
え
て
い
る
の
で

す
か
ら
当
然
の
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
今
、
現
時
点
で
残
念
に
思
う
の

は
、
議
論
の
方
向
性
が
そ
の
場
し
の
ぎ
的

な
解
決
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

待
機
児
童
問
題
は
、
以
前
か
ら
あ
り
ま

し
た
し
、
特
に
こ
の
時
期
に
な
る
と
繰
り

返
し
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

解
決
を
み
な
い
の
は
、
情
緒
的
な
議
論
で

そ
の
場
を
し
の
い
で
き
た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
待
機
児
童
問
題
は
、
構
造
的
問
題

で
す
。
制
度
の
仕
組
み
の
問
題
、
個
人
の

価
値
観
の
問
題
、
企
業
の
社
会
的
役
割
の

問
題
な
ど
が
複
雑
に
絡か

ら
み
合
っ
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
、
個
々
の
問
題
を
一
つ
ひ
と

町 長 月 記

え
な
い
か
ら
で
す
。
町
営
の
保
育
園
で
働

く
保
育
士
は
、い
わ
ば
公
務
員
保
育
士
で
、

そ
の
待
遇
は
民
間
企
業
に
勝
っ
た
と
し
て

も
劣
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
休
は
規

定
通
り
与
え
ら
れ
、
産
休
育
休
も
法
律
で

認
め
ら
れ
る
範
囲
で
遠
慮
な
く
利
用
で
き

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
御
嵩
町
立

保
育
園
で
は
、
常
に
複
数
人
が
産
休
育
休

の
状
態
に
あ
り
、
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

こ
れ
は
本
心
か
ら
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
保
育
園
の
運
営
は
日
常
の
ご
と
く

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
将
来
の
民
営
化
を
視
野
に
入
れ

た
場
合
、
正
規
採
用
の
公
務
員
保
育
士
数

を
抑
え
気
味
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
臨
時

採
用
の
保
育
士
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い

の
が
実
情
で
す
。
そ
れ
が
公
務
員
保
育
士

の
雇
用
を
守
る
こ
と
と
な
る
の
が
理
解
さ

れ
ず
、
好
か
れ
て
い
な
い
理
由
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
民
間
保
育
園
に
目
を
転
じ
て
み

る
と
、
デ
ー
タ
を
取
り
分
析
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
均
的
に
保
育
士
の

年
齢
が
若
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
一
般
的
に
い
わ
れ
る
〝
寿
退
社
〞

が
多
い
の
か
な
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
保

育
士
の
資
格
を
持
つ
人
の
数
は
、
ど
の
資

格
と
比
較
し
て
も
少
な
い
ほ
う
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際

に
保
育
士
に
な
ら
な
い
の
は
、
待
遇
の
格

差
が
広
が
り
、
仕
事
か
ら
得
る
収
入
や
保

証
に
魅
力
が
薄
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

景
気
の
先
行
き
が
明
る
く
な
る
と
、
民
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4
月
3
日
（
日
）
に
願
興
寺
で

お
こ
な
わ
れ
た「
御
嵩
薬
師
祭
礼
」

の
様
子
で
す
。
今
年
は
、
満
開
の

桜
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
、
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
薬
師
祭
礼
は
、
県
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
１
０
０
０
年
以
上
に
わ
た

り
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
あ
る

お
ま
つ
り
で
す
。

　

赤
い
布
を
か
ぶ
り
、
お
面
を
つ

け
た
「
蝿
追
い
」
が
持
っ
て
い
る

「
し
き
み
」
の
枝
で
頭
を
叩
か
れ

る
と
厄
除
け
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
頭
を
叩
い

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

曳ひ
き
や
ま山

の
上
で
は
、
お
し
ろ
い
を

塗
っ
た
か
わ
い
い
稚
児
た
ち
の
笛

や
太
鼓
の
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷されています。
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5 月号

み　た　け　スマイル  キッズ 子どもの笑顔は地域のたからもの！
～未来を担

にな

うみたけキッズの笑顔～

【募集】みたけスマイルキッズに掲載を希
望する、町内在住で 7月に1～ 3歳の誕
生日を迎えるお子さんを募集します。
◎掲載に必要なもの：
　 笑顔の写真（1枚）/紹介文（30文字
程度）
◎ 掲載申込方法：名前、住所、電話番号、
誕生日と写真データ、紹介文を添えて、
Ｅメールなどでお申し込みください。

◎申込期限：5 月 25日（水）
■ 申込先／問い合わせ：企画課秘書広報係
　（内線 2222）
　 Ｅメール : kouhou@town.mitake.lg.jp
※応募多数の場合は抽選になります。

 

Cook
ing!Let's

【材 料】（4人分）
キャベツ              160 ｇ
きゅうり                40 ｇ
（塩少々）
塩昆布                     8 ｇ

保

　健 セ ン タ ー 栄
 養 
士
  

今月の健康料理
「キャベツときゅうりの昆布和え」

【作り方】
① 鍋に湯を沸かし、キャベツをゆでて冷
水に取り、ザルにあげて細く切り、水
気を絞る。

② きゅうりは細く切り、塩少々でもんで
しんなりさせて水気を切る。

③ ボウルにキャベツときゅうりを入れて、
塩昆布も入れて混ぜ合わせる。　　

※ 和える野菜は、キャベツの他にも、ゆで
たにんじんやもやし、冬場なら白菜など、
旬の野菜を利用して作ってみてください。

昨年度、「男性の料理教室」で
作った和え物です。
　普段、家では料理をされない
男性でも、簡単にできる！と好
評のメニューで、「家で作った！」
という方もおみえでした。
　味は塩昆布の塩分で付けてい
ます。調味料を混ぜたりする手
間がないので、簡単にできます。
　ゆでることでかさが
減り、食べやすく
なります。普段
野菜不足の人に
も食べていただ
きたい料理です。

大
おおしま

島 萌
め い

衣さん（井尻）3才
 3 歳おめでとう♡もうすぐ
お姉ちゃんだね！これから
も笑顔いっぱいでね♡

【1人分の栄養価】
エネルギー たんぱく質 カルシウム 鉄 塩分
12kcal 0.9g 26mg 0.2mg 0.4g

■レシピ提供：保健センター　担当：佐
さごう

合　（内線 2193）
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